
過
去
最
高
の
出
来
と
予
想
さ
れ

過
去
最
高
の
出
来
と
予
想
さ
れ

る「る「
葡葡ええ

萄萄びび

色色い
ろ
い
ろ

のの
旦旦
よ
あ
け

よ
あ
け

」を
ぜ
ひ
！

」を
ぜ
ひ
！

協力隊通信
伊藤 京子さん

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
恭
子

で
す
。

　

地
場
産
ワ
イ
ン
等
特
産
品
開
発
支

援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
弟
子
屈
町
内
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
ブ
ド
ウ
の
管
理
、
ワ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
業
務
、

町
の
特
産
品
の
掘
り
お
こ
し
・
販
売

促
進
な
ど
が
主
な
業
務
で
す
。

　

昨
年
の
４
月
か
ら
半
年
間
、
ほ
ぼ

毎
日
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
携
わ
り
ま
し

た
。栽
培
に
関
し
て
ま
っ
た
く
の
素

人
だ
っ
た
の
で
、
余
市
町
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
数
回
研
修
に
行
か
せ
て
い
た

だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。同
じ
北

海
道
で
も
比
較
的
温
暖
な
地
域
の
余

市
町
は
、
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
木
が

あ
た
り
一
面
に
広
が
っ
て
い
て
、
弟

子
屈
の
風
景
と
は
ま
た
違
っ
た
美
し

さ
が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

余
市
町
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
研
修

を
９
月
下
旬
に
終
え
、
10
月
中
旬
、
待

ち
に
待
っ
た
弟
子
屈
町
で
の
ブ
ド
ウ

の
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
。10
月
初
め
、

急
激
に
冷
え
込
み
、
霜
に
あ
た
ら
な

い
か
心
配
で
し
た
が
、
十
分
な
糖
度

を
確
保
で
き
、
収
穫
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
は
日
照
時
間
も
長
く
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の
収
穫

量
１
千
３
２
０
㎏
、
ワ
イ
ン
醸
造
と

し
て
は
１
千
１
６
０
kl
、
本
数
に
し

て
約
千
本
の
ワ
イ
ン
が
誕
生
す
る
予

定
で
す
！

　

糖
度
が
十
分
に
上
が
ら
な
か
っ

た
ブ
ド
ウ
で
、
ジ
ャ
ム
や
シ
ロ
ッ
プ

を
試
作
し
ま
し
た
。山
葡
萄
独
特
の

酸
味
が
と
て
も
お
い
し
く
、
ワ
イ
ン

と
は
ま
た
違
っ
た
お
い
し
さ
が
あ
り

ま
し
た
。少
し
硬
め
に
作
っ
た
山
幸

ジ
ャ
ム
と
弟
子
屈
町
特
産
品
の
摩
周

粉
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
山

幸
ジ
ャ
ム
サ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
試

作
を
重
ね
て
と
び
き
り
の
一
品
を
作

れ
た
ら
い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ワ
イ
ン
の
本
数
が
少
な

く
、
ワ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
『
エ
ビ
イ
ロ

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
２
０
１
９
』
の
期

間
も
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
内

外
の
皆
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
届
け
ら
れ

る
か
心
配
で
し
た
が
、「
酸
味
が
今
ま

で
の
も
の
よ
り
マ
イ
ル
ド
で
ち
ょ
う

ど
良
い
酸
味
と
飲
み
や
す
い
口
当
た

り
だ
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
秋
リ
リ
ー
ス
予
定
の
『
葡
萄
色

の
旦
２
０
１
９
』は
、
過
去
最
高
の
出

来
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
毎
年
、
そ
の
年
の『
葡
萄
色

の
旦
』
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

れ
て
い
る
方
、
ま
だ
口
に
し
た
こ
と

の
な
い
方
も
、
今
年
の
秋
に
は
弟
子

屈
町
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
葡
萄
色

の
旦
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

　

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
！
ワ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
５
月
初
旬

頃
に
、町
Ｈ
Ｐ
・
町
公
式
ラ
イ
ン
・
地

域
お
こ
し
協
力
隊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。引
き
続
き
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第 54 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

毎月１回発行
発行／弟子屈町
編集／まちづくり政策課
☎ 482-2913　fax482-2696　

〒 088-3292　弟子屈町中央２丁目３－１

２
February

 確定申告に行こう！・・・・・・・・
 冬もやります！弟子屈えこパスポート・
 えこまち通信・・・・・・・・・・
 第 94号町議会だより第４回定例会・
 第 54号協力隊通信・・・・・・・・

今月のクリップ

確
定
申
告
に
行
こ
う
！

(

２
〜
３
ペ
ー
ジ
）
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集
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【
12
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、１
０
２
人　
（　
　
　

 

10
）

　
　
　

男　

３
、３
６
４
人　
（　
　
　

 

２
）

　
　
　

女　

３
、７
３
８
人　
（　
　
　

 

８
）

●
世
帯
数　

３
、８
４
３
世
帯（　
　
　

 

０
）

　

岡
崎
琉る

希き

奈な

ち
ゃ
ん 

女 （
大
樹
）美
里
４

　

古
瀬　

陽ひ
な

翔た

ち
ゃ
ん 

男 （
翔
太
）川
湯
温
泉
１

　

石
田　

結ゆ
い

楠な

ち
ゃ
ん 

女 （
克
敏
）美
里
２

　

大
井
登
代
子
さ
ん（
86
歳
）泉
４

　

金
刺　
　

登
さ
ん（
69
歳
）屈
斜
路

　

鯉
沼　

房
子
さ
ん（
83
歳
）泉
２

　

牧
野　

セ
ツ
さ
ん（
93
歳
）美
里
６

　

小
谷　

壽
朗
さ
ん（
84
歳
）鈴
蘭
５

▼
今
年
も
成
人
式
の
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
年
は
女
性
の
振
り

袖
姿
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の
袴
姿
も
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。色
と
り
ど
り
の
着

物
姿
の
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
ほ
ん
と
う

に
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

毎
年
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
聞

く
と
、
初
心
に
戻
れ
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。今
年
も
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

が
ん
ば
っ
て
取
材
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。（
鶴
田
）

▼
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
北
海
道
内
７
つ
の
空
港
の

一
括
民
営
化
が
１
月
15
日
か
ら
始
ま

り
、
10
月
に
は
７
空
港
全
て
の
民
営
化

が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
７
つ
の
空
港
の
一
括
民
営
化
に

よ
り
、
空
港
間
の
連
携
や
航
空
便
が
増

え
北
海
道
、
と
り
わ
け
弟
子
屈
町
を
訪

れ
、
本
町
の
大
自
然
や
食
な
ど
の
魅
力

を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
方
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
鈴
木
）

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
安
倍　

良
博　

様（
泉
２
丁
目
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
娘（
恵
美
）が
生
前
町
に
お
世
話
に

な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
ほ
し
い
。

❑
森　

美
奈
子　

様（
羅
臼
町
）

　

▼
現
金　

５
万
円

　

 

亡
父（
門
田
二
三
男
）が
生
前
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
角
藤　
　

敏　

様（
湯
の
島
１
丁
目
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
妻（
憲
子
）が
生
前
町
に
お
世
話
に

な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
ほ
し
い
。

❑
弟
子
屈
町
睦
会

　
　

会
長　

髙
橋　

幸
子　

様

　

▼
現
金　

１
万
円

　

 

図
書
館
の
児
童
図
書
の
充
実
の
た
め

活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

３
万
１
千
５
２
６
件

　

▼
現
金
合
計

　
　

６
億
１
千
33
万
３
千
７
百
円

※ お誕生、お悔やみは、12/1～12/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を
希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希
望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

　１月 12日に行われた第73回町成人
式がでの１コマ。成人を代表して、工
藤瑞希さんと須崎理子さんが「誓いの
言葉」を述べました。（関連記事 24ページ）

今月の表紙



3　広報てしかが 2020.2 広報てしかが 2020.2　2

２月17日㈪～３月16日㈪
受付時間／９時～17時

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
が
２
月
17
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

必
要
な
準
備
を
事
前
に
し
っ
か
り
し
て
、
期
限
内
に
必
ず
申
告

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

確
定
申
告
と
は
、
前
年
の
１
年
間
に
生

じ
た
全
て
の
収
入
か
ら
経
費
を
差
し
引

い
た
所
得
の
金
額
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
所

得
税
の
額
を
計
算
し
、
そ
の
年
に
納
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
所
得
税
の
過
不
足
を

清
算
す
る
手
続
き
で
す
。勤
務
先
で
年
末

調
整
を
さ
れ
て
す
で
に
所
得
税
を
清
算

し
て
い
る
方
な
ど
、
一
部
の
方
を
除
い
た

皆
さ
ん
は
必
ず
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※ 事業・譲渡所得のある方（卸小売業やサービス業などの事業者や、
土地・建物・株式などの売却がある方）は16時までとなります。

　

医
療
費
控
除
の
対
象
額
は
、
所
得
の

５
％
か
10
万
円
の
ど
ち
ら
か
少
な
い
方

を
超
え
た
部
分
と
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
は
、
個
人
ご
と
か
つ
病
院
・
薬

局
ご
と
に
仕
分
け
、
小
計
と
合
計
を
計
算

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
も
の

で
必
要
事
項
（
被
保
険
者
な
ど
の
氏
名
、

療
養
を
受
け
た
年
月
、
療
養
を
受
け
た

者
、
療
養
を
受
け
た
医
療
機
関
な
ど
の
名

称
、
被
保
険
者
な
ど
が
支
払
っ
た
医
療
費

の
額
、
保
険
者
な
ど
の
名
称
）
の
記
載
が

あ
る
「
医
療
費
通
知
」
を
添
付
す
る
こ
と

で
領
収
書
の
仕
分
け
や
計
算
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（「
医
療
費
通
知
」

に
記
載
の
な
い
部
分
は
、
領
収
書
の
仕
分

け
や
計
算
が
必
要
で
す
）

 

収
入
の
確
認
で
き
る
書
類（
源
泉
徴
収

票
や
収
支
内
訳
書
な
ど
）

 

所
得
控
除
に
係
る
証
明
書
な
ど（
生
命

保
険
や
地
震
保
険
な
ど
の
控
除
証
明

書
な
ど
）


印
鑑

 

本
人
名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
が
分

か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

※ 
申
告
の
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
分
よ
り
、
配
偶
者
控
除
と
配

偶
者
特
別
控
除
の
取
り
扱
い
が
左
記
の

表
の
と
お
り
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を
超
え

る
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

超
、
１
２
３
万
円
以
下
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
年
ど
お
り
、
２
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

の
２
日
間
、
川
湯
消
防
会
館
で
確
定
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。川
湯
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
や
、
土
・
日
曜
日
し
か
都
合
が
つ

か
な
い
と
い
う
方
は
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
日
時
／

２
月
22
日
㈯　

９
時

30
分
〜
正
午
、13
時
〜
16
時

 

２
月
23
日
㈰　

９
時
30
分
〜
正
午

※ 

23
日
は
午
前
の
み
の
受
け
付
け
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　令和元年分の所得税、復興特別所得税の確定申告の相談と申告書の受け付けは、２月17日
㈪～３月16日㈪までとなります。確定申告書は、国税庁のホームページの「確定申告書等作成
コーナー」で作成し、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）で送信したり、印刷して郵送などにより提出する
ことができます。
　「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って金額などを入力すると、所得税や復興
特別所得税、消費税、地方消費税や贈与税の確定申告書が作成できます。給与所得や年金所得
のみの方専用の初めての方でも操作しやすい画面もありますので、ぜひご利用ください。（タ
ブレット端末でも利用できます）
【ｅ－Ｔａｘの利用手続きがより便利になります！】
　個人納税者の方のｅ－Ｔａｘ利用をより便利にするため、以下の２つの方式が利用できます。
　（１）マイナンバーカード方式
　　　 マイナンバーカードを用いてマイナポータル経由、またはｅ－Ｔａｘホームページなどから利用を開始で

き、申告書などのデータが送信できます。
　（２）ＩＤ・パスワード方式
　　　 マイナンバーカードなどをお持ちでない方については、税務署で職員による本人確認を行った後に発行さ

れたＩＤとパスワードだけで、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）で申告できます。ＩＤとパスワードの発行を希望さ
れる方は、本人確認書類（運転免許証など）をお持ちの上、所轄の税務署へお越しください。

　　　手続等の詳しい内容は、ｅ－Ｔａｘホームページ【http://www.e-tax.nta.go.jp】をご覧ください。

❏問い合わせ先　釧路税務署　☎０１５４５０００

釧路税務署からのお知らせ

問い合わせ先／役場税務課課税係☎４８２‐２９１４（課直通）

38 万円以下
（103万円以下）

控除額
（老人
控除）

38 万円
（48万円）

26 万円
（32万円）

13 万円
（48万円）

0円
（0円）配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
（
見
積
額
）

（
給
与
収
入
だ
け
の
場
合
の
配
偶
者
の
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
）

38 万円超
85万円以下
（103万円超
150万円以下）

控除額 38 万円 26 万円 13 万円 0円

85 万円超
123万円以下
（150万円超
201 万６千円
未満）

控除額
36 万円
～３万円

24 万円
～２万円

12 万円
～１万円

0円

配偶者控除および

配偶者特別控除の控除額
900 万円
以下

（1,120万円

以下）

900万円超
950 万円
以下

(1,120万円
超、

1,170 万円
以下）

950 万円超
1,000 万
以下

（1,170万円
超、

1,220 万円
以下）

1,000万円
超

（1,220万円
超）

給与所得者本人の合計所得金額（見積額）
（給与所得だけの場合の給与所得者本人の

給与等の収入金額）
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鈴
すず

木
き

 ぼたん ちゃん武
たけ

山
やま

  奈
な

那
な

 ちゃん

対象年齢
（年度年齢）

生年月日など

60歳以上

65歳未満

60歳以上65歳未満の方で、心臓や腎臓、呼吸器疾患により日常生活が

極度に制限されるほどの障がいがある方。または、免疫機能に障がい

があり、厚生労働省令に定められている方。

65歳 1954(昭和29）年４月２日～1955(昭和30）年４月１日に生まれた方

70歳 1949(昭和24）年４月２日～1950(昭和25）年４月１日に生まれた方

75歳 1944(昭和19）年４月２日～1945(昭和20）年４月１日に生まれた方

80歳 1939(昭和14）年４月２日～1940(昭和15）年４月１日に生まれた方

85歳 1934(昭和９）年４月２日～1935(昭和10）年４月１日に生まれた方

90歳 1929(昭和４）年４月２日～1930(昭和５）年４月１日に生まれた方

95歳 1924(大正13）年４月２日～1925(大正14）年４月１日に生まれた方

100歳以上 1920(大正９）年４月１日以前に生まれた方

2,000円

自己負担

1,000円

▼実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院（予約が必要です）

特定健診・各種がん検診意向調査を行います
　町では、特定健診と各種がん検診の対象となる方に、令和２年度に町で実施する特定健診および各種がん検診
の意向調査を行います。
　心身ともに健康で元気に過ごしていただくために、一人でも多くの方に健診を受診していただけるよう、対象
となる方には、町より調査票を郵送しています。期日までに回答いただきますようお願いします。
　 ▼調査対象は次のいずれかに該当する方です
　　過去５年間で検診の受診歴のある方　30～74歳の国民健康保険加入者の方　
　　偶数月生まれの20～74歳の女性　　　各種クーポン券対象の方

　 ▼回答期限／２月29日㈯　※期日までに調査票の回答がなかった方には、個別に連絡する予定です。
　❑ 問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

令和元年度 「子育て支援講演会」を開催

　弟子屈町要保護児童対策地域協議会では、児童虐待による人権侵害などについて講演会を開催します。
　興味のある方ならどなたでも参加できます。ぜひ、ご家族でご参加ください。

▼日時／２月５日㈬　18時～19時　

▼場所／町公民館２階　講堂

▼内容／ 児童虐待は人権侵害です。たかが夫婦げんかと思っ

ていませんか？改正児童虐待防止法について。
▼講師／北海道釧路児童相談所　相談支援係長　

　　　　川原田　美樹　氏

▼参加料・託児料／無料

▼申込み締切り／ ２月４日㈫まで

❑ 申し込み ・問い合わせ先

　弟子屈町要保護児童対策協議会事務局

　（役場健康こども課こども支援係）

　☎４８２－２９３５（課直通）　 ４８２－２６９６

～「しつけと虐待の境界線はどこ？」～
子どものために、と「しつけ」 がんばりすぎていませんか？

　

肺
炎
球
菌
と
は
主
に
気
道
の
分
泌
物

に
含
ま
れ
る
細
菌
で
唾
液
な
ど
を
介
し

て
感
染
し
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
・
敗
血
症

な
ど
重
い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
死
亡
原
因
の
第
５
位
が
肺
炎

と
い
う
こ
と
で
、
成
人
の
肺
炎
の
25
〜

40
％
が
こ
の
細
菌
が
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。予
防
接
種
を

す
る
こ
と
で
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
が
い

ま
し
た
ら
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

　

特
に
乾
燥
す
る
冬
場
は
感
染
症
（
カ

ゼ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）
が
流
行
し

や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。手
洗
い
・
う

が
い
を
心
掛
け
、
元
気
に
冬
を
乗
り
切
り

た
い
で
す
ね
。

　

今
年
度
、
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
「
65
歳
」「
70

歳
」「
75
歳
」「
80
歳
」「
85
歳
」「
90
歳
」「
95

歳
」「
100
歳
以
上
」に
な
る
方
で
す
。

　

誕
生
日
を
迎
え
て
い
な
く
て
も
、
下
の

表
の
誕
生
日
の
方
で
あ
れ
ば
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。申
込
み
は
、
３
月
13
日
㈮

ま
で
で
す
。過
去
に
１
回
で
も
自
費
で
接

種
し
て
い
る
方
は
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５

（
課
直
通
）ま
で
。

　
　

　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

　今年度で11年目を迎え、多くの利用者の皆さんにご好評をいただいている「弟子屈えこパスポート」を、今年の冬も

実施しています。パスポートを利用すると、通年運行する摩周湖バスと町内路線バス（川湯線、市内線、屈斜路湖線）と

期間限定で運行する屈斜路湖バスが、２・３・５・７日間乗り放題（乗り降り自由）になります。

　利用される方の多くは旅行客の方ですが、地元町民の皆さんのご利用も大歓迎です。冬の摩周湖や屈斜路湖、温泉

巡りなど、バスを使ってのんびりと楽しむことができます。パスポートを使うといろいろな割引特典も受けられます

ので、ぜひご利用ください！

▼実施期間／１月25日㈯～３月８日㈰の44日間

▼有効期間／発行した日から２日間、３日間、５日間、７日間

▼運賃／２日間：大人1,500円（12歳以上）　　子ども  500円（６歳以上12歳未満）

　　　　３日間：大人2,000円（12歳以上）　　子ども  700円（６歳以上12歳未満）

　　　　５日間：大人2,500円（12歳以上）　　子ども1,000円（６歳以上12歳未満）

　　　　７日間：大人3,000円（12歳以上）　　子ども1,200円（６歳以上12歳未満）

▼発券窓口／ＪＲ摩周駅観光案内所・㈱ナショナルパーク・ツーリズムてしかが（川湯観光ホテル内）

※問い合わせ先／㈱ナショナルパーク・ツーリズムてしかが（☎４８３‐２１０１）

▼有効区間／①摩周駅～道の駅～摩周湖第１展望台（１日３便）

　　　　　　※１便目のジャンボタクシーによる運行は、期間限定で増便されています。

　　　　　　②川湯温泉駅～川湯市街～砂湯～コタン～摩周駅（１日２便）

　　　　　　③川湯市街～川湯温泉駅（１日７便）

時刻表、特典などのえこパスポートに関する詳しい情報は

ホームページ（http://www.eco-passport.net）でご確認いただけます！

役場にもこれらの資料がありますので、お問い合わせください。

　　摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通

冬もやります！冬もやります！冬もやります！弟子屈えこパスポート 
弟子屈えこパスポート 　　
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えこまち通信

ファシリテーション講習会～対話と議論の場づくりをやってみよう～

　てしかがえこまち推進協議会人財育成部会（萩原寛暢部会長）では、ファシリテーション講習会を開催します。

　本当に大切だと思うことを話し合える、聴き合える「対話」と目的を共有して、主体的に行動していくための「議論」

の場づくりを一緒に体験します。そこから、大事な要素（ファシリテーションなど）や手法を学びます。

　大切な話を仲間と共有し合うために、その話し合いが目的に向かって促進していくための板書（ファシリテーショ

ングラフィック）の練習をします。

　「話したいことが話せない」「意見が出ない」「いつも同じ人が話す」など、話し合いの場がつまらないと感じている

方にはぜひおすすめしたい講座です。

▼日時／３月７日㈯　13時～17時30分(受け付けは12時30分から）　 ▼場所／町公民館

▼対象・定員／高校生以上で、ご自身が関わる会議や話し合いの場をより良く変えていきたい方　先着20人

▼参加料／1,000円（高校生無料）

▼申し込み締め切り／ 「ファシリテーション講習会参加希望」とし、氏名、連絡先を添えて、３月２日㈪までに下記ま

でお申し込みください。

人財育成部会

えこまち通信

　川湯温泉の極寒が造り出す霧氷の杜をバックに、多くのアート作品が展示

されます。

　2020年で10回目。今年は、「10thANNIVERSARY～小さな街の国際的芸術祭～

　てしかが極寒Artフェスティバル」として開催します。各方面から注目され

る小さな町の国際的芸術祭。その中心事業は極寒の自然環境とアート作品が 

コラボする野外美術館です。

　全国でも珍しいアートフェスをぜひ覗いてみて下さい。

　 ▼日時／２月２日㈰～３月３日㈫　夜明け～21時

　 ▼場所／アートイン極寒藝術伝染装置（入場無料）とその周辺

　■フェスの核となるのは、極寒の森に展開される「雪杜野外美術館」■

　 　全国でも珍しい極寒の野外美術館です。川湯温泉「アートイン極寒藝術伝染装置」の裏の森で開催されます。

　 　関口恒男、本間純など の国内作家はもちろん、France、Taiwan、Mexico、Indonesiaなどからアーティストが参加。

多彩なアート作品30点以上を展示しています。

　 　朝は霧氷の杜をバックに、夜は幻想的な光に作品が浮かびあがります。昨年は1,500人以上の方が 鑑賞しました。

　■誰でも参加出来るイベントも充実■　

　 　２月２日からは短編演劇＆パフォーマンスを毎夜連続開催します。不思議な空間DarkHutで演劇家のOGGが奇妙

な世界を演じます。全国から集まるパ フォーマーとのセッションもお楽しみください。

　　 ▼短編演劇＆パフォーマンス【２月２日㈰～24日㈪　20時～30分程度】（無料／投げ銭）

　　 ▼レセプションパーティー【２月２日㈰　 18時～】（参加費2,000円）

　　　詳しくは弟子屈なび　http://www.masyuko.or.jp　　

　■アート＆アド部会の活動■　

　 　「てしかが極寒ARtフェスティバル」は冬のフェスだけでなく、年間の活動を表現する総称です。観光振興はもち

ろん、ロータリークラブとの協同事業「芸術鑑賞や体験の授業を贈る事業」「パフォーマーによる慰問活動」など観

光振興、教育、福祉 各分野で積極的に活動しています。 

　　❑問い合わせ先／ACAF事務局　onsen@gold.ocn.ne.jp

てしかが極寒ARtフェスティバルを開催
アート＆アド部会

｢WIND｣(アート作品)

町内産牛乳のレシピ講習会を開催

　てしかがえこまち推進協議会 食・文化部会（木名瀬佐奈枝部会長）では、食を通して地域の魅力向上を目指し活動

しています。活動の一環として、毎年町内事業者の方を対象とした弟子屈産食材のレシピ講習会を開催しています

が、今年は弟子屈産の「牛のおっぱいミルク」を使用した講習会を開催します。

　ＡＮＡクラウンプラザホテル釧路総料理長の楡
にれ

金久幸シェフによる料理講習のほか、牛のおっぱいミルクの特徴

や生産する上での苦労などを包括的に学ぶため、生産者の渡辺隆幸さんにも講義を行っていただく予定です。事業者

の皆さんに「物語のあるメニュー」を提供していただけるような講習会、また生産者さんと調理・提供する皆さんとの

貴重な意見交換の場にしたいと考えていますので、ぜひご参加ください。

▼日時／３月10日㈫　14時～16時30分(受け付けは13時30分から）　 ▼場所／川湯ふるさと館

▼対象・定員／町内の事業者の方（飲食店、宿泊事業者など実践の場をお持ちの方）　先着20人

▼参加料／1,000円

▼申し込み締め切り／ 「牛乳レシピ講習会参加希望」とし、氏名、連絡先を添えて、３月２日㈪までに下記までお申し

込みください。

「ファシリテーション講習会」「町内産牛乳レシピ講習会」の申し込み ・問い合わせ先

てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）

☎４８２－２９４０（課直通）  ４８２－５６６９　メール ecomachi@masyuko.or.jp

食・文化部会

① 端数ポイントカードを多く持っている方は、できるだけ１枚ずつ順に満点にし

てお買物または預金にお使いください。

② 端数ポイントは新有効期限（ピンク色）カードへの移し替えができませんが、

　 ３月１日㈰～31日㈫の間、１列達成につき50円のお買物券としてお買物のみに

ご利用いただけます。（１列に満たないポイントは切り捨て。預金・換金はできま

せん）　※事務局（商工会）での換金はおこなっておりません。

 詳しくは新聞折込チラシまたは加盟店ポスターをご覧ください。

 　

摩周湖カード切替えのお知らせ

「摩周湖カード（緑色）」には、有効期限があります！
令和２年３月31日㈫を過ぎるとポイントは全て無効になります！

問い合わせ先
協同組合 摩周湖スタンプ会事務局（弟子屈町商工会事務所内）☎４８２‐５７７０

　寒いこの時期ならではのイベント、ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵが今年も開催されます！

　 ▼日時／２月23日㈰まで　17時～21時

　 ▼場所／川湯園地周辺

　 ▼内容／①ダイヤモンドダストを見よう！(期間中の19時～21時)

　　　　　　太陽光の代わりにスポットライトで夜空を照らします！

　　　　　②灯
ともしび

の森(期間中の17時～21時)

　　　　　　川湯園地にてスノーランタン、アイスキャンドルの設置

　※ 荒天の場合は中止となります。不明な場合は問い合わせください。

　❑問い合わせ先／ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵ実行委員会事務局

　　　　　　　　　一般社団法人　摩周湖観光協会　☎４８２－２２００

ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵ２０２０を開催
ダイヤモンドダストin KAWAYU実行委員会

昨年の灯の森の様子

弟子屈町

はじめました！

友だち募集中！
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第94号

町議会だより

第４回定例会第４回定例会
　12月３日招集の第４回定例会は、５日までの３日間の会期で行われた。町からの提出議案とし
て、条例の一部改正などの単行議案18件、令和元年度各会計補正予算２件、追加議案（単行）1件
を審議し、それぞれ可決した。
　また、９月定例会において決算審査特別委員会に付託された平成30年度各会計決算認定７件
について承認し、 議会から提出された意見書案２件を可決した。
　一般質問については、５人から11問が行われ、町への提案を含む議論が行われた。

審
議
の
あ
ら
ま
し

◆わたしたちの町議会てしかが

決

算

認

定

決

算

認

定

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

一
般
会
計
ほ
か
６
件
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
、10
月
28
・
29
日
の
２
日
間
、町
長
ほ
か

関
係
職
員
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
認
定
す
べ

き
も
の
と
す
る
委
員
長
報
告
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
可
決
さ
れ
た
。

◎ 

認
定
第
１
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
◎ 

認
定
第
２
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

◎ 

認
定
第
３
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

◎ 
認
定
第
４
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

◎ 

認
定
第
５
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

温
泉
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

◎ 

認
定
第
６
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

◎ 

認
定
第
７
号
／
平
成
30
年
度
弟
子
屈
町

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
審
査
意
見

① 

社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
計
画

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
早
急
な
修
繕
の

実
施
を
望
む
。

② 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
隊
員
に
対
す
る
事
前
研
修
を
行
う

な
ど
の
工
夫
を
し
、
育
て
て
い
く
と
い

う
側
面
を
期
待
す
る
。

③ 

近
年
、
各
地
で
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
で
て
い
る
現
実
を
受
け
止

め
、
万
全
な
る
備
え
を
望
む
。（
以
上
一

般
会
計
）

　

町
財
政
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
更
な

る
財
政
運
営
の
改
善
を
求
め
る
。（
総
括
）

◎ 

釧
路
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
則
の
変
更
に

関
す
る
協
議
の
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
53
号
）

　

現
在
、釧
路
市
、釧
路
町
、白
糠
町
、鶴
居

村
お
よ
び
弟
子
屈
町
で
組
織
す
る
釧
路
広

域
連
合
に
厚
岸
町
を
加
え
る
と
と
も
に
、

釧
路
広
域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
関
係
町
村
と
協
議
を
行
う
た
め

地
方
自
治
法
第
２
９
１
条
の
11
の
規
定
に

よ
り
、議
会
の
議
決
を
経
る
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
（
議
案
第
54
号
）

　

臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
職
員
の
適
正

な
任
用
と
勤
務
条
件
の
確
保
を
目
的
と
し

た
地
方
公
務
員
法
並
び
に
地
方
自
治
法
の

改
正
に
伴
い
、
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職

員
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
規
条
例

を
制
定
し
給
与
・
費
用
弁
償
な
ど
に
つ
い

て
規
定
す
る
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
55
号
）

　

職
員
定
数
か
ら
除
く
者
と
し
て
、
会
計

年
度
任
用
職
員
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条
項

の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て　
（
議
案
第
56
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
公
表

の
対
象
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
を
規
定
す
る
も
の
。

◎ 

公
益
的
法
人
等
へ
の
弟
子
屈
町
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　三上 務
　　副委員長　武山 秀樹
　　委　　員　德永 則行　岩﨑 義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
57
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条

項
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎ 

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
（
議
案
第
58
号
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
減
給
対
象

の
報
酬
を
規
定
す
る
も
の
。

◎ 

職
員
の
分
限
に
つ
い
て
の
手
続
及
び
効

果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
59
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条

項
の
改
正
と
と
も
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
係
る
休
職
期
間
を
規
定
す
る
も
の
。

◎ 

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
（
議
案
第
60
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た

な
規
定
に
基
づ
く
臨
時
的
任
用
職
員
及
び

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
種
類
を
定

め
る
も
の
。

◎ 

語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
の
給
料

等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
（
議
案
第
61
号
）

　

議
案
第
54
号
の
新
規
制
定
さ
れ
た
条
例

に
包
含
す
る
こ
と
と
し
廃
止
す
る
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
交
通
安
全
指
導
員
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
62
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
任
用

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

根
拠
で
あ
る
非
常
勤
特
別
職
に
該
当
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も

の
。

◎ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
63
号
）

　

令
和
元
年
の
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家

公
務
員
の
改
正
に
準
拠
し
、
給
料
表
で
は

若
年
層
の
給
料
月
額
を
２
百
円
〜
２
千
円

程
度
引
き
上
げ
、
初
任
給
で
は
千
５
百
円

〜
２
千
円
の
増
額
改
定
を
行
い
、
期
末
勤

勉
手
当
で
は
、０
・
０
５
カ
月
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

　

ま
た
、
住
居
手
当
で
は
対
象
と
な
る
下

限
額
を
引
き
上
げ
、基
準
額
・
控
除
額
を
と

も
に
引
き
上
げ
る
も
の
。そ
の
他
に
地
方

公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
を

改
正
す
る
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
（
議
案
第
64
号
）

　

一
般
職
の
期
末
勤
勉
手
当
の
改
正
と
同

様
に
、
特
別
職（
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
）

の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
カ
月
の
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
（
議
案
第
65
号
）

　

一
般
職
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
と
同

様
に
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５

カ
月
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

◎ 
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
（
議
案
第
66
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条

項
の
改
正
と
と
も
に
文
言
の
整
理
を
行
う

も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
67
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条

項
の
改
正
と
と
も
に
文
言
の
整
理
を
行
う

も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
68
号
）

　
「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る

「
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
に
伴
う
一
部
改

正
。

◎ 

弟
子
屈
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
69
号
）

　

町
内
10
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
公
民
館

分
館
に
つ
い
て
、
設
置
当
初
に
比
べ
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

よ
り
分
館
長
、
分
館
主
事
を
非
常
勤
特
別

職
と
し
て
委
嘱
で
き
な
く
な
る
た
め
分
館

制
度
を
廃
止
す
る
も
の
。
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常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

◎
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、
次
に
よ
り

所
管
事
務
を
調
査
し
た
の
で
、
会
議
規
則

の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
。

▼ 

調
査
事
項
お
よ
び
調
査
日
時

① 

美
幌
町　

９
月
30
日
㈪　

10
時
30
分
〜

11
時
30
分

　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
峠
の
湯
び
ほ
ろ
の
運
営
概

要
お
よ
び
実
績
に
つ
い
て

② 

当
麻
町　

９
月
30
日
㈪　

15
時
30
分
〜

16
時
30
分

　

地
元
木
材
１
０
０
％
使
用
の
役
場
庁
舎

に
つ
い
て

③ 

滝
川
市　

10
月
１
日
㈫　

10
時
30
分
〜

正
午

　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
滝
川
ふ
れ
愛
の
里
の
運
営

概
要
お
よ
び
実
績
に
つ
い
て

④ 

小
金
湯
さ
く
ら
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク　

10
月　

１
日
㈫　

15
時
〜
16
時

　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
運
営
概
要
お
よ
び
実
績

に
つ
い
て

▼ 

目
的
／
所
管
事
務
を
調
査
す
る
た
め
。

▼ 

方
法
／
行
政
視
察

▼ 

結
果
／
今
回
の
行
政
視
察
の
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
る
、「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
」と
は
、キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
停
め
て
宿
泊
で
き

る
施
設
の
こ
と
で
、
専
用
の
有
料
宿
泊

エ
リ
ア
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
エ
リ
ア

で
は
一
般
的
な
駐
車
場
に
比
べ
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て

お
り
、
24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ
、

１
０
０
ボ
ル
ト
電
源
供
給
設
備
や
ゴ
ミ

処
理
を
引
き
受
け
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
ほ
と
ん
ど

の
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
で
は
入
浴
施
設
も
利
用

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

 　

国
内
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
保
有
台

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
一

部
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
利
用
者
の
マ

ナ
ー
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
道
の
駅
で
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

で
の
宿
泊
を
禁
止
し
て
い
る
施
設
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　

 　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
「
峠
の
湯
び
ほ
ろ
」
は
、

令
和
元
年
７
月
１
日
の
開
設
と
、
視
察

時
点
に
お
い
て
は
、
３
カ
月
し
か
経
過

を
し
て
お
ら
ず
、
年
次
実
績
等
の
比
較

デ
ー
タ
な
ど
は
ま
だ
な
い
が
、
既
存
温

浴
施
設
の
駐
車
場
の
一
部
を
改
造
し
て

整
備
し
た
施
設
で
あ
る
。利
用
可
能
台

数
は
最
大
５
台
で
、利
用
料
金
は
、15
時

か
ら
翌
10
時
ま
で
の
一
泊
、
電
源
設
備

込
み
で
２
千
５
百
円
と
し
て
お
り
、
入

浴
施
設「
峠
の
湯
」の
利
用
料
金
は
別
と

な
っ
て
い
る
。

　

 　

整
備
費
用
は
、
電
源
供
給
設
備
に

１
１
９
万
８
千
円
、
看
板
製
作
費
が

33
万
千
円
、
Ｒ
Ｖ
協
会
負
担
金
が
初
年

◎ 
訴
え
の
提
起
の
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
70
号
）

　

１
件
の
町
営
住
宅
の
明
渡
し
お
よ
び
町

営
住
宅
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
求
め
る

訴
え
を
提
起
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

◎ 

弟
子
屈
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
（
議
案
第
73
号
）

　
「
成
年
被
後
見
人
等
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、成

年
被
後
見
人
の
一
律
な
権
利
制
限
が
見
直

さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
「
印
鑑
登
録
証

明
事
務
処
理
要
領
」お
よ
び「
住
民
基
本
台

帳
法
施
行
令
」
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎ 

令
和
元
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
71
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千

２
１
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

82
億
１
７
６
万
４
千
円
と
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

額
の
増
加
に
伴
う
事
業
費
１
億
８
千
９
百

万
円
、
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
２
２
８
万
５
千
円
、

補

正

予

算

補

正

予

算

　　　　　　区　分
　会　計　名

補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 80億4,965万2,000円 １億5,211万2,000円 82億176万4,000円

令和元年度弟子屈町各会計補正予算

合　計 83億7,903万8,000円 １億4,839万9,000円 85億2,743万7,000円

３億2,938万6,000円 △371万3,000円 ３億2,567万3,000円下水道事業特別会計

度
の
み
10
万
円
。

　

 　

な
お
、
運
営
形
態
は
指
定
管
理
委
託

で
あ
る
。

　

 　

美
幌
町
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

と
言
わ
れ
、網
走
、弟
子
屈
、北
見
、阿
寒

な
ど
、
美
幌
町
を
拠
点
に
日
帰
り
で
移

動
で
き
る
観
光
地
が
多
く
あ
り
、
旅
の

拠
点
と
し
て
地
の
利
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

 　

当
該
地
は
、
電
源
を
整
備
す
る
こ
と

で
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
の
認
定
条
件
や
望
ま

し
い
と
さ
れ
る
条
件
を
全
て
満
た
す
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
理

想
的
な
環
境
で
あ
っ
た
。

　

 　

７
〜
８
月
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
の

利
用
状
況
は
、
合
計
61
台
で
、
そ
の
内
、

道
外
利
用
が
37
台
と
、
61
％
を
占
め
て

い
る
。

　

 　

２
カ
月
間
の
売
り
上
げ
は
、
入
浴
料

や
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
等
が
推
計
と
な
る

た
め
概
算
で
は
あ
る
が
、
約
32
万
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

 　

現
状
の
問
題
点
な
ど
は
、
温
浴
施
設

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
時
間
と
の
す
り

合
わ
せ
や
ド
ッ
ク
ラ
ン
整
備
の
要
望
が

あ
る
こ
と
、ま
た
、冬
季
間
の
利
用
者
に

係
る
ト
イ
レ
や
避
難
所
指
定
と
の
兼
ね

合
い
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　

 　

当
麻
町
で
は
、
昨
年
３
月
に
完
成
し

た
役
場
庁
舎
を
視
察
し
た
。

　

 　

当
麻
町
は
、「
食
育
・
木
育
・
花
育
」の

３
つ
の
柱
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
、食
育
で
は
、公
民
館
横
の
１
・

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場
で
町
内
の
子
ど

も
た
ち
が
田
植
え
、稲
刈
り
な
ど
を
し
、

全
量
、
自
ら
が
食
す
る
給
食
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、
木
育
で
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
公
営
住
宅
が
町
産
材

で
建
築
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

本
役
場
庁
舎
は
、木
造
平
屋
、一
部
２

階
建
て
、延
床
面
積
２
千
６
７
７
・
82
平

方
㍍
、
総
事
業
費
約
13
億
２
千
３
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。町
産
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、地
震
に
強
く
、木
の
香
り
に

つ
つ
ま
れ
た
当
麻
町
ら
し
い
庁
舎
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
構
造
材
は

１
０
０
％
町
産
材
を
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
製
作
家
具
や
造
作
物
に
お
い

て
も
町
産
材
を
活
用
し
、「
地
材
地
消
」

が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
可
能
と

し
た
の
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
ね
じ
れ
や
変

形
を
防
ぐ
、木
材
の
新
乾
燥
技
術「
コ
ア

ド
ラ
イ
」で
あ
る
。

　

 　

執
務
室
の
空
間
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
―
と

な
っ
て
お
り
、仕
切
り
も
な
く
、明
る
い

空
間
と
な
っ
て
い
る
。特
に
議
事
堂
は

多
目
的
利
用
を
見
据
え
、
議
長
席
を
含

め
た
机
、
椅
子
、
演
台
な
ど
、
全
て
可
動

式
と
し
、
全
て
を
収
め
る
ス
ペ
ー
ス
も

設
置
さ
れ
て
お
り
、
閉
会
中
は
講
堂
や

セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
し
て
も
使
用
で
き
る

町政・議会はあなたのために…

傍聴手続きは議場入り口の受付簿に

氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の『令和２年第１回弟子屈町議会定例会』は、３月上旬開催の予定です

◆わたしたちの町議会てしかが

道
路
橋
梁
事
業
の
事
業
確
定
に
よ
る
５
千

９
４
０
万
５
千
円
の
減
額
な
ど
を
計
上
。

◎ 

令
和
元
年
度
弟
子
屈
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
72
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
３
７
１
万

３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
２
千

５
６
７
万
３
千
円
と
し
た
。

　

歳
入
で
は
国
庫
支
出
金
や
町
債
の
減
額

な
ど
、
歳
出
で
は
委
託
料
や
工
事
請
負
費

の
減
額
な
ど
を
行
っ
た
。
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造
り
と
し
て
い
た
。

　

 　

さ
ら
に
、暖
房
は
、国
内
初
導
入
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
採
用
し
、
燃
料
に
は
町
産
チ

ッ
プ
を
用
い
、
ボ
イ
ラ
ー
の
余
熱
を
利

用
し
て
チ
ッ
プ
を
乾
燥
す
る
シ
ス
テ
ム

も
構
築
さ
れ
て
い
た
。

　

 　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
話
題
と
な

り
、
供
用
開
始
以
来
、
道
内
外
、
多
く
の

自
治
体
職
員
や
建
築
関
係
者
が
視
察
に

訪
れ
て
い
る
。

　

 　

木
の
香
り
に
満
た
さ
れ
た
空
間
は
ま

さ
し
く
癒
し
の
空
間
で
あ
り
、
住
民
か

ら
の
評
判
も
良
く
、ま
た
、職
員
の
能
率

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
な
り
、
残

業
も
減
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
滝
川
ふ
れ
愛
の
里
は
、

元
か
ら
あ
る
、
構
造
改
善
事
業
を
活
用

し
て
建
設
し
た
温
泉
浴
室
を
主
体
と
し

た
施
設「
滝
川
ふ
れ
愛
の
里
」に
併
設
し

て
平
成
26
年
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

当
時
ま
だ
、
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
そ
の
も
の

の
認
知
度
が
低
い
時
期
か
ら
、
大
手
商

社
出
身
で
あ
る
副
市
長
の
発
案
で
始
ま

っ
た
事
業
で
あ
っ
た
。

　

 　

利
用
可
能
台
数
は
３
台
、
利
用
料
金

は
、
正
午
か
ら
翌
10
時
ま
で
の
一
泊

２
千
６
５
０
円
と
し
て
お
り
、
消
費
税

増
額
以
前
は
、
２
千
円
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

 　

ト
イ
レ
は
24
時
間
利
用
可
能
で
、
水

道
、流
し
台
も
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　

 　

設
置
費
用
は
40
万
円
弱
と
既
存
施
設

を
最
大
限
利
用
し
て
い
る
た
め
多
く
の

費
用
は
要
し
て
お
ら
ず
、
公
共
で
は
北

海
道
内
初
の
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

 　

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
８
月

ま
で
の
延
べ
利
用
台
数
は
96
組
、
利
用

額
は
19
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

 　

小
金
湯
さ
く
ら
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
、
オ

ー
ナ
ー
が
理
美
容
チ
ェ
ー
ン
店
の
代
表

取
締
役
で
、定
山
渓
温
泉
に
ほ
ど
近
い
、

札
幌
市
南
区
小
金
湯
に
あ
り
、
国
道

２
３
０
号
線
か
ら
豊
平
川
方
面
の
市
道

沿
い
の
小
高
い
場
所
に
あ
り
、
パ
ー
ク

へ
の
出
入
り
口
が
分
か
り
づ
ら
い
と
い

う
難
が
あ
る
も
の
の
、
八
剣
山
を
望
む

好
立
地
で
あ
る
。

　

 　

管
理
棟
は
小
さ
な
ロ
ッ
ジ
に
ト
イ
レ

と
洗
面
所
が
利
用
者
向
け
に
付
い
て
い

る
が
、普
段
は
無
人
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

 　

ま
た
、
通
路
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
舗

装
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
区
画
ご
と
に
電

源
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
監
視
カ
メ
ラ
で
管

理
さ
れ
て
お
り
、
情
報
は
ス
マ
ホ
等
で

も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

 　

電
源
ボ
ッ
ク
ス
・
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
費
は
１
台
当
た
り
３
万
円
で
、
比
較

的
設
備
費
を
か
け
ず
に
開
設
で
き
た
と

の
こ
と
。

　

 　

利
用
可
能
台
数
は
８
台
で
、
利
用
料

金
は
、
13
時
か
ら
翌
正
午
ま
で
の
一
泊

税
込
み
２
千
５
百
円
で
、
電
源
使
用
料

は
別
に
１
台
に
つ
き
５
百
円
と
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　

 　

予
約
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
予
約

フ
ォ
ー
ム
で
行
い
、
基
本
は
振
込
と
な

っ
て
い
る
が
、当
日
、電
話
で
の
申
し
込

み
に
お
い
て
は
、
料
金
投
函
ポ
ス
ト
の

入
金
袋
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
投
函

す
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
た
め
、
無
人

で
の
運
用
に
支
障
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

 　

入
浴
は
、
最
寄
り
の
湯
元　

小
金
湯

を
推
奨
し
て
い
る
。

　

 　

平
成
31
年
４
月
27
日
の
オ
ー
プ
ン
以

来
９
月
ま
で
に
30
台
の
利
用
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

今
回
の
視
察
調
査
で
、
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク

は
、
比
較
的
経
費
を
か
け
ず
に
整
備
で

き
る
も
の
だ
と
実
感
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、ま
た
、特
に
公
設
の
も
の
は
、単
に

そ
の
目
的
の
み
で
設
置
す
る
の
で
は
な

く
、
他
の
施
設
と
の
相
乗
効
果
を
期
待

し
て
設
置
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

 　

当
町
に
も
条
件
に
見
合
う
と
思
わ
れ

る
場
所
が
多
く
あ
り
、今
後
、検
討
し
て

い
く
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
次
に
よ

り
所
管
事
務
を
調
査
し
た
の
で
、
会
議
規

則
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る

▼ 

調
査
事
項
お
よ
び
調
査
日
時
／
日
置
市

　

11
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
30

分
▼ 

目
的
／
所
管
事
務
を
調
査
す
る
た
め
。

▼ 

方
法
／
行
政
視
察

▼
結
果
／

　

 　

冒
頭
、大
園
園
長
よ
り「
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園　

吹
上
中
央
こ
ど
も

園
」
の
運
営
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

 　

運
営
上
の
町
の
関
与
や
支
援
に
つ
い

て
は
、
職
員
配
置
や
各
加
算
及
び
各
種

保
育
事
業
実
施
に
関
す
る
確
認
、
入
所

に
関
す
る
相
談
や
園
の
運
営
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
対
応
し
て
頂
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

 　
「
吹
上
中
央
こ
ど
も
園
」の
開
園
に
至

る
経
緯
と
し
て
は
、
保
護
者
の
就
労
形

態
の
多
様
化
や
利
用
者
の
教
育
・
保
育

ニ
ー
ズ
に
お
け
る
多
様
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る
こ
と

で
、
利
便
性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
、保
護
者
説
明
会
に
お
い
て
も
、認

定
こ
ど
も
園
の
目
標
と
す
る
保
育
教
育

の
充
実
や
理
念
、
教
育
目
標
に
沿
っ
て

行
事
計
画
や
内
容
を
説
明
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。費
用
の
問
題
、園
の
方

針
な
ど
は
、
重
要
事
項
と
し
て
保
護
者

に
資
料
の
配
布
を
し
、
制
服
に
つ
い
て

は
、
展
示
を
行
い
父
母
へ
の
説
明
を
行

っ
た
が
、負
担
感
が
あ
り
、い
ま
だ
課
題

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

 　

こ
れ
ま
で
の
年
齢
別
保
育
か
ら
異
年

齢
保
育
に
転
換
を
図
る
た
め
の
課
題
と

そ
の
解
決
の
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
異
年
齢
児
相
互
の
交
流
を
深
め

る
た
め
に
外
部
講
師
に
よ
る
英
会
話
や

書
道
、
和
太
鼓
な
ど
の
活
動
や
行
事
な

ど
を
通
じ
て
進
め
て
お
り
、ま
た
、交
流

広
場
と
し
て
整
備
し
た
広
い
運
動
場
を

活
か
し
た
活
動
や
リ
ズ
ム
教
室
、
園
外

保
育
で
の
活
動
を
通
し
て
異
年
齢
児
交

流
が
図
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
と
異

な
る
行
事
な
ど
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
行

事
計
画
に
つ
い
て
は
、幼
稚
園
、保
育
園

と
も
に
隣
接
し
た
施
設
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
職
員
の
交
流
や
保
護
者
の
理
解

を
深
め
、
今
後
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に

何
が
必
要
か
を
考
え
な
が
ら
、
保
護
者

に
対
し
て
保
育
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
理
解
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
継
続
的
に
必
要
と
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

当
町「
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
」に

お
い
て
は
、幼
稚
園
、保
育
園
と
の
比
較

で
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
た

職
員
の
給
与
で
あ
る
が
、「
吹
上
中
央
こ

ど
も
園
」
で
も
や
は
り
職
員
の
や
る
気

を
考
慮
し
高
い
ほ
う
に
合
わ
せ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

ま
た
、「
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
」

で
は
、
現
行
の
就
園
奨
励
費
な
ど
と
の

兼
ね
合
い
で
利
用
者
負
担
が
増
え
る
世

帯
に
は
、
激
変
緩
和
措
置
が
行
わ
れ
る

こ
と
や
、
定
員
を
上
回
る
園
児
に
つ
い

て
も
、
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
受
入

可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、「
吹
上
中

央
こ
ど
も
園
」で
は
、受
け
入
れ
を
す
る

た
め
に
は
、
職
員
の
不
足
が
大
き
な
問

題
で
、
園
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
た
め

の
職
員
不
足
に
よ
る
負
担
を
、
在
職
し

て
い
る
職
員
に
か
け
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
で
、ま
ず
職
員
た
ち
と
協
議
し
、

職
場
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
先
決
と
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

 　

今
後
、運
営
し
て
い
く
中
で
、問
題
が

生
じ
た
際
に
は
、
そ
の
解
決
に
向
け
保

護
者
へ
の
懇
切
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
理

解
や
納
得
を
得
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
は
あ
る
が
、
職
員
の
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く

し
か
な
い
と
の
考
え
で
あ
る
。

　

 　

し
か
し
な
が
ら
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
今
ま
で

の
経
験
上
の
考
え
方
な
ど
の
す
り
合
わ

せ
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

 　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な

乳
幼
児
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
に
よ
り

生
き
る
力
の
基
礎
を
育
て
る
場
と
な
る

「
認
定
こ
ど
も
園
」に
つ
い
て
は
、
園
と

そ
の
職
員
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
が
連

携
し
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と

や
行
政
の
支
援
と
共
に
議
会
も
注
意
深

く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意　

見　

書

意　

見　

書

◎ 

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て　
（
意
見
書
案
第
３
号
）

【
趣
旨
】

　

北
海
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の

約
４
分
の
１
を
占
め
、国
土
保
全
、地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
植
え
て
育
て
て
、伐
っ
て
使
っ
て
、ま

た
植
え
る
」
と
い
っ
た
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木
材
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
山
村
地
域
を

中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る

地
方
創
生
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

北
海
道
で
は
、森
林
の
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
と
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
実
現

に
向
け
、森
林
整
備
事
業
お
よ
び
治
山
事
業

や
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
事
業
な
ど

を
活
用
し
、植
林
・
間
伐
や
路
網
の
整
備
、山

地
災
害
の
防
止
、
木
造
公
共
施
設
の
整
備
、

林
業
事
業
体
の
育
成
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
る
中
、既
存
の
制
度
や
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

森
林
整
備
の
着
実
な
推
進
や
、森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
施
策
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、次
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１ 　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
し
、林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
と
山
村

に
お
け
る
雇
用
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
森
林
整
備
事
業
お
よ
び
治
山
事
業

の
財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
。

２ 　

森
林
整
備
事
業
の
都
道
府
県
・
市
町

村
負
担
分
の
起
債
を
可
能
と
す
る
地
方

債
の
特
例
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
。

３ 　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
て
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

す
る
た
め
、
地
域
の
実
情
を
十
分
に
踏

ま
え
、森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加
工
・
流

通
、
利
用
ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み

や
森
林
づ
く
り
を
担
う
林
業
事
業
体
や

人
材
の
育
成
に
必
要
な
支
援
措
置
を
充

実
・
強
化
す
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

◆わたしたちの町議会てしかが
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に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

▼
提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣
総

理
大
臣　

財
務
大
臣　

総
務
大
臣　

文
部

科
学
大
臣　

農
林
水
産
大
臣　

経
済
産
業

大
臣　

国
土
交
通
大
臣　

環
境
大
臣　

復

興
大
臣

◎ 「
再
編
統
合
」対
象
の
公
立
・
公
的
病
院

名
公
表
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て　
　
　
　
　
（
意
見
書
案
第
４
号
）

【
趣
旨
】

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
26
日
、
再
編
統
合

の「
再
検
証
」を
求
め
る
公
立
・
公
的
病
院

と
し
て
、全
国
４
２
４
病
院
を
公
表
し
、来

年
９
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
を
求
め

た
。こ
の
う
ち
、北
海
道
は
54
施
設
と
都
道

府
県
で
は
最
多
で
あ
る
。名
指
し
さ
れ
た

病
院
の
自
治
体
、
医
療
関
係
者
か
ら
は
、

「
地
域
の
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」と

い
う
怒
り
の
声
と
と
も
に
、住
民
か
ら
は
、

存
続
を
心
配
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
方
創
生
に
取

り
組
む
地
域
に
と
っ
て
、
医
療
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
社
会
基
盤
で
あ
る
。国
・
厚

労
省
は
、公
表
し
た
公
立
・
公
的
病
院
を
、

「
診
療
実
績
が
特
に
少
な
い
」「
診
療
機
能

が
類
似
・
近
接
」と
分
析
し
て
い
る
が
、度

重
な
る
患
者
負
担
増
や
医
師
不
足
な
ど
で

医
療
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
実

態
、
経
営
難
と
合
わ
せ
て
医
療
機
関
が
縮

小
し
て
い
る
現
状
を
無
視
し
た
も
の
で
、

あ
ま
り
に
機
械
的
、
一
律
な
や
り
方
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。と
り
わ
け
北
海
道
は
、

広
大
な
面
積
と
い
っ
た
地
理
的
条
件
、
冬

期
間
の
積
雪
・
寒
冷
と
い
っ
た
気
象
条
件
、

Ｊ
Ｒ
路
線
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交
通
機

関
の
削
減
が
進
行
し
、
通
院
の
足
が
奪
わ

れ
、医
療
過
疎
が
深
刻
な
地
域
で
あ
る
。

　

病
床
削
減
を
迫
る
「
地
域
医
療
構
想
」

（
以
後「
構
想
」）は
、
そ
れ
自
体
に
無
理
が

あ
り
、「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」に
お

い
て
慎
重
か
つ
議
論
を
続
け
、
い
ま
だ
結

論
を
見
い
だ
せ
ず
に
き
て
い
る
。に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
判
断
の
材
料
に
し
て
ほ
し

い
」と
、「
調
整
会
議
」の
議
題
に
強
引
に
持

ち
込
も
う
と
す
る
国
・
厚
労
省
の
や
り
方
、

地
域
の
結
論
に
停
滞
や
混
乱
を
も
た
ら
し

か
ね
ず
、
地
方
自
治
の
精
神
に
も
反
し
て

い
る
。国
に
お
け
る
、今
般
の
病
院
名
の
公

表
に
た
い
し
て
は
、
一
度
撤
回
し
た
う
え

で
、
地
域
医
療
構
想
の
進
め
方
に
つ
い
て

地
方
自
治
体
な
ど
地
域
の
意
向
を
尊
重
し

て
す
す
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
強
く
要

望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

▼
提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣
総

理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣

予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑

弟
子
屈
郷
土
研
究
会
の
所
有
で
あ

る
郷
土
資
料
の
管
理
に
行
政
が
関

わ
る
理
由
に
つ
い
て
。

郷
土
研
究
会
と
教
育
委
員
会
が
協

定
書
を
交
わ
し
た
経
過
を
踏
ま

え
、
事
業
に
関
わ
り
を
も
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。町
民
に
理
解
さ
れ
る
体
制
が
本

来
の
姿
で
あ
る
事
か
ら
、
再
度
精
査
し
な

が
ら
対
応
す
る
。

問答町
内
小
中
学
校
の
管
理
計
画

に
つ
い
て

屋
根
な
ど
の
経
年
劣
化
の
激
し

い
小
中
学
校
が
見
ら
れ
る
が
、
観

光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
国
道
を
通
る
多

く
の
観
光
客
の
目
に
さ
ら
さ
れ
、
町
の
教

育
に
対
す
る
姿
勢
も
問
わ
れ
る
と
思
う

が
、考
え
を
伺
う
。

現
在
、
雨
漏
り
な
ど
の
緊
急
性
の

あ
る
も
の
を
優
先
的
に
対
応
し

て
い
る
が
財
政
当
局
と
も
協
議
を
進
め
な

が
ら
改
善
を
図
り
た
い
。

問答

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
に

つ
い
て

弟
子
屈
町
に
お
け
る
語
学
指
導
助

手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
雇
用
実
態
と
形
態

に
つ
い
て
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
自
治
体
国
際
化
協
会

と
い
う
国
の
関
係
団
体
か
ら
北
海

道
を
通
し
弟
子
屈
町
に
派
遣
さ
れ
る
。給

料
の
上
限
は
条
例
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

国
際
化
協
会
の
統
一
し
た
規
則
に
委
ね

る
。

来
年
か
ら
５
・
６
年
生
の
英
語
教

育
が
正
式
教
科
に
な
る
が
、語
学
助
手
の
確

保
は
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

を
は
じ
め
各
国
か
ら
応
募
が
殺
到
し
て
い

る
。語
学
助
手
の
確
保
に
当
面
問
題
は
な

い
。 問答

「
蔵
」の
収
蔵
品
に
つ
い
て

一
般
質
問

近
年
、
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー

ン
な
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

が
高
ま
り
、
温
暖
化
防
止
や
自
然
環
境
の

保
全
を
目
的
に
太
陽
光
発
電
が
急
速
に
普

及
し
て
い
る
。ま
た
平
成
24
年
７
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
固
定
価
格
買
取
制
度
「
Ｆ

Ｉ
Ｔ
」が
導
入
さ
れ
、本
格
的
売
電
事
業
が

広
が
る
。し
か
し
、急
速
に
増
加
す
る
太
陽

光
発
電
の
設
置
に
際
し
て
、
景
観
問
題
な

ど
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な「
弊
害
」が
起
こ
っ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど
う
対
処
さ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長
答
弁

太
陽
光
発
電
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
主
要

な
低
炭
素
の
自
給
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
」
創
設
以
降
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
急
激
に
普
及
し
た
こ
と
に
よ

り
安
全
性
の
確
保
や
環
境
へ
の
配
慮
が
講

じ
ら
れ
ず
、
住
民
の
生
活
に
不
安
感
を
与

え
る
事
例
が
出
て
い
る
。

　

本
町
で
は
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
「
農

地
以
外
」
で
あ
り
国
立
公
園
内
で
の
設
置

箇
所
は
な
い
。美
留
和
地
区
や
屈
斜
路
地

区
な
ど
千
平
方
㍍
以
上
は
撤
去
計
画
も
含

め
た
届
出
が
必
要
だ
が
、
現
状
で
は
千
平

方
㍍
未
満
の
届
出
不
要
の
設
置
相
談
が
数

件
あ
る
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
北
海
道
の
景
観
計
画

で
本
町
全
域
が
景
観
区
域
に
指
定
さ
れ
規

制
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
に
向
け

て
景
観
行
政
団
体
と
な
り
条
例
を
整
備
し

景
観
に
伴
う
規
制
を
適
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 問　

太
陽
光
発
電
と
景
観
問
題
に
つ
い
て

 

答　

将
来
に
向
け
景
観
条
例
を
整
備

答

日
本
の
２
０
４
０
年
は
政
府
の

資
料
に
よ
る
と
推
定
人
口
は
お

よ
そ
１
億
千
百
万
人
と
今
よ
り
千
５
百
万

人
減
少
し
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
人
口
が
約

４
千
万
人
で
、
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

と
な
り
、
そ
の
う
ち
約
３
割
が
85
歳
以
上

と
な
る
。高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

若
い
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
自

治
体
と
し
て
の
本
町
職
員
も
現
在
の
半
数

以
下
と
予
想
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
２
０
４
０
年
に
向
け
て
本
町
の

あ
り
方
や
人
的
・
財
政
的
に
厳
し
い
本
町

の
行
政
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
。

町
長
答
弁

本
町
は
も
と
よ
り
各
地
方
部
で

は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、高
齢

者
が
さ
ら
に
高
齢
と
な
り
困
窮
化
や
孤
立

化
が
進
む
と
さ
れ
る
が
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
町
活
性
化
の
た
め
に
雇
用
促

進
、ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
確
保
・
育
成
、

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。し
か

し
、
国
全
体
の
人
口
が
自
然
減
の
中
で
は

地
方
自
治
体
と
し
て
も
人
口
減
少
対
策

の
特
効
薬
は
な
い
と
考
え
る
。そ
の
中
で

本
町
の
目
指
す
あ
り
方
は
、
人
口
や
経
済

が
縮
小
し
て
も
「
町
民
の
豊
か
さ
や
幸
せ

は
高
ま
る
、充
実
し
た
町
」が
大
切
と
考
え

る
。地
域
社
会
が
変
化
す
る
中
で
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
続
け
る
に
は
「
圏
域
で
の

連
携
」が
必
要
で
あ
り
、近
隣
自
治
体
と
の

連
携
を
深
く
し
、
と
も
に
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

 

２
０
４
０
年
問
題
と
弟
子
屈
町
に
つ
い
て

 

答　

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め
る

問

答

三 

上　
　

 

務　

議
員

一
般
質
問

問答

◆わたしたちの町議会てしかが
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４
月
か
ら
摩
周
丘
幼
稚
園
と
お

ひ
さ
ま
保
育
園
が
１
つ
に
な
り
、

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

移
行
後
の
園
の
運
営
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
は
、
弟

子
屈
学
園
が
運
営
を
担
い
、
町
が
施
設
の

無
償
貸
与
な
ど
の
支
援
を
行
う
公
私
連
携

の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
少
子

化
が
進
む
中
、
町
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
も
環
境
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
当
初
は
と
ま
ど
う
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重

ね
る
ご
と
に
成
長
が
目
に
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
預

け
て
働
き
た
い
と
希
望
し
な
が
ら
も
育
児

休
業
を
延
長
し
て
入
園
を
お
待
ち
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
数
人
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
来
年
度
に
は
希
望
者
全
員
を
お
預
か

り
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
試

行
錯
誤
の
段
階
で
課
題
も
多
い
と
思
う

が
、
認
定
こ
ど
も
園
が
本
町
に
お
け
る
子

育
て
支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
町
の
宝
で
も
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

問　

 

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
に
つ
い
て

 

答　

 

町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援

を
し
て
い
く

問

答

子育て支援の中核施設としての役割を担う

全
国
各
地
に
お
い
て
、
未
曽
有
の

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。本
町
に

お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
経
験
は
あ

る
。防
災
対
策
専
門
官
を
配
置
し
て
以
降
、

災
害
対
応
を
は
じ
め
総
合
防
災
訓
練
の
開

催
や
学
校
・
自
治
会
な
ど
へ
の
防
災
訓
練
、

講
話
対
応
な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
は
向

上
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
か
伺

う
。 問

副
町
長
答
弁

本
町
に
お
け
る
防
災
対
策
と
し

て
、
北
海
道
の
防
災
総
合
訓
練
の
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、関
係
機
関
と
の
連
携
、地
域
住
民
の
防

災
意
識
向
上
な
ど
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
。今
後
も
引
き
続
き
内
容
を
検
討
し
た

上
で
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。ま
た
、職
員
の
非
常
招
集
訓
練
な
ど
の

継
続
実
施
や
備
品
の
計
画
的
な
整
備
な
ど

も
進
め
て
ま
い
り
、
日
頃
か
ら
物
心
両
面

に
お
け
る
備
え
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
の

み
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
同
様
の
対

応
を
意
識
し
て
い
た
だ
く
、Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害

図
上
訓
練
デ
ィ
グ
）・
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運

営
訓
練
ハ
グ
）を
取
り
入
れ
る
な
ど
、今
後

の
訓
練
方
法
な
ど
も
検
討
し
た
上
で
、
啓

発
に
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
防
災
担
当
の
人
材
確
保

に
つ
い
て

も
、
再
任
用

な
ど
の
経
験

値
も
生
か
し

た
中
で
体
制

を
組
め
れ
ば

と
考
え
て
い

る
。 答

問　

防
災
訓
練
に
つ
い
て

 

答　

訓
練
方
法
な
ど
検
討
し
た
上
で
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
く

高 

砂　

弥 

生　

議
員

一
般
質
問

本
年
度
よ
り
弟
子
屈
高
校
生
を

対
象
と
し
た
公
設
民
営
塾
を
始

め
た
が
、夏
期
講
習
会
を
実
施
し
た
結
果
、

生
徒
保
護
者
の
感
想
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

伺
う
。

　

ま
た
、
冬
期
講
習
会
や
次
年
度
に
向
け

て
の
課
題
や
展
望
、
高
校
と
の
連
携
が
重

要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

公
営
塾
に
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る

弟
子
屈
高
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
町
外

の
高
校
へ
行
か
な
く
て
も
、
大
学
進
学
な

ど
実
現
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
開

設
し
た
。本
年
度
は
、夏
期
講
習
会
・
冬
期

講
習
会
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

夏
期
講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生

徒
・
保
護
者
か
ら
受
講
し
て
よ
か
っ
た
、講

習
内
容
に
満
足
し
て
い
る
、
冬
期
講
習
も

受
講
希
望
す
る
、
さ
ら
に
通
年
型
で
開
講

す
る
こ
と
を
望
む
な
ど
の
回
答
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

長
期
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
財
政

負
担
が
一
番
の
課
題
に
な
っ
て
く
る
が
、

道
内
の
他
町
で
活
用
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
政

策
推
進
交
付
金
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
通
年
型
で
の
開
講
の
検
討
を
進
め
た

い
。ま
た
、高
校
・
塾
・
教
育
委
員
会
と
三
者

連
絡
会
議
な
ど
を
組
織
化
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校

と
高
校
、
中

学
校
と
塾
と

の
連
携
も
進

め
な
が
ら
、

弟
子
屈
高
校

が
よ
り
魅
力

あ
る
高
校
と

な
る
よ
う
支

援
し
て
い
き

た
い
と
考
え

る
。

問　

 

公
営
塾
の
状
況
と
次
年
度
以
降
の
展
望
に
つ
い
て

 

答　

 

弟
子
屈
高
校
が
よ
り
魅
力
あ
る
高
校
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い

答 問
◆わたしたちの町議会てしかが

魅力ある学校づくりを目指す

継続的な訓練や啓発を実施

町民の皆さんと一体となった訓練を

　

釧
路
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
11
月

19
日
、鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
に
は
、釧
路
管
内
の
町
村
議

会
議
員
・
議
会
事
務
局
職
員
合
わ
せ
て
約

１
０
０
人
が
参
加
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
釧
路
総
合
振
興
局
の
山
口
修

司
局
長
と
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
マ
ス

タ
ー
ガ
イ
ド
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
ロ
ッ
ジ
・

ヒ
ッ
コ
リ
ー
ウ
ィ
ン
ド
の
安
藤
誠
オ
ー

ナ
ー
を
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。山
口
局
長

は「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
対
応
と
観

光
振
興
」に
つ
い
て
話
さ
れ
、
安
藤
オ
ー

ナ
ー
は「
道
東
の
豊
か
な
自
然
と
人
間
に

つ
い
て
」と
題
し
て
話
さ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、講
師
の
話
に
そ
れ
ぞ
れ
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

研修会の様子

令和元年度

釧路町村議会
議員研修会
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◆わたしたちの町議会てしかが

弟
子
屈
町
内
で
の
太
陽
光
発
電
事

業
の
設
置
状
況
を
伺
う
。パ
ネ
ル

に
は
有
害
物
質
で
あ
る
カ
ド
ニ
ウ
ム
、
鉛

が
含
ま
れ
、事
業
終
了
後
に
は
、不
法
投
棄

や
台
風
・
大
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
り
破
損

す
る
こ
と
が
あ
り
、
処
理
方
法
に
も
問
題

点
が
多
い
。

　

全
国
的
に
も
す
で
に
条
例
制
定
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。事
業
者
お
よ
び
管
理
者
の

責
務
と
し
て
、
町
内
会
お
よ
び
近
隣
関
係

者
に
対
し
、
設
置
事
業
の
説
明
会
な
ど
を

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

設
置
件
数
は
25
年
度
ま
で
56
件
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
は
、
景
観
に
関
す

る
届
出
が
条
例
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
把

握
で
き
な
い
。北
海
道
の
規
制
適
用
と
な

る
高
さ
５
㍍
以
上
、
２
千
平
方
㍍
以
上
の

設
置
と
な
る
場
合
は
事
前
に
町
と
協
議
し

て
い
る
。都
市
計
画
区
域
内
５
千
平
方
㍍
、

都
市
計
画
区
域
外
１
万
平
方
㍍
以
上
の
土

地
の
場
合
は
、
令
和
元
年
度
で
25
件
中
２

社
、
総
面
積
で
18
万
４
千
平
方
㍍
の
土
地

取
引
の
状
況
で
あ
り
、
今
後
太
陽
光
発
電

所
の
設
置
が
予
想
さ
れ
る
。弟
子
屈
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
併
せ

て
令
和
５
年
度
ま
で
に
は
条
例
を
制
定
す

る
。

問 問　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
景
観
な
ど
に
つ
い
て

 

答　

令
和
５
年
度
ま
で
に
条
例
制
定
す
る答

国
は
、
市
町
村
経
営
の
公
立
病
院

と
日
赤
や
厚
生
連
等
の
経
営
す
る

公
的
病
院
が
北
海
道
に
は
１
１
１
病
院
が

あ
る
中
で
「
診
療
実
績
が
特
に
少
な
い
と

こ
ろ
や
、
互
い
に
似
か
よ
っ
た
診
療
実
績

の
病
院
が
近
く
に
あ
る
こ
と
」
を
基
準
に

し
て
選
定
し
た
結
果
、
摩
周
厚
生
病
院
の

現
状
維
持
は
き
び
し
い
と
公
表
し
た
。現

状
維
持
の
ま
ま
経
営
す
る
場
合
は
３
月
ま

で
に
、
他
の
病
院
と
統
合
す
る
場
合
は
９

月
ま
で
に
結
論
を
出
せ
と
の
強
権
的
姿
勢

で
あ
る
。平
成
26
年
に
は
人
口
減
少
の
克

服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
「
地

方
創
生
法
」の
政
策
に
も
逆
行
す
る
。高
齢

化
に
合
わ
せ
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
削
減
を
目

指
す
釧
路
管
内
調
整
会
議
で
の
議
論
の
内

容
を
伺
う
。

　

ま
た
、「
再
編
・
統
合
」と
な
っ
た
場
合
に

は
、町
全
体
の
医
療
・
介
護
分
野
の
町
づ
く

り
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の

か
。

町
長
答
弁

収
入
源
で
あ
る
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
で
約
３
千
９
百
万
円
の
減

額
に
な
る
。
病
床
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
は
、
30
年
度
で

１
億
７
千
９
百
万
円
で
あ
り
、
病
床
数
が

減
る
と
減
額
と
な
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
の
で
、
回
復
期
病
床
の

20
床
確
保
に
努
め
る
。摩
周
厚
生
病
院
は
、

救
急
医
療
、透
析
患
者
、介
護
療
養
型
医
療

施
設
と
し
て
本
町
の
中
核
病
院
で
あ
る
の

で
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

問 問　

摩
周
厚
生
病
院
の
存
続
に
つ
い
て

 

答　

 

病
床
数
は「
減
」の
可
能
性

答

安心できる医療体制を構築

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

北
海
道
町
村
別
財
政
一
覧
に
よ

る
と
、
30
年
度
の
本
町
の
一
般
会

計
地
方
債
残
高
１
２
１
億
６
千
５
百
万

円
、
町
の
預
金
に
あ
た
る
基
金
残
高

５
億
４
千
万
円
で
、
管
内
７
町
村
で
比
較

し
て
も
極
め
て
悪
く
、
全
道
的
に
見
て

も
地
方
債
の
多
さ
、
基
金
の
少
な
さ
は

際
立
っ
て
い
る
。年
間
の
利
息
負
担
も

１
億
２
千
５
百
万
円
を
負
担
し
て
い
る
。

ど
こ
の
町
村
も
色
々
な
事
業
を
推
進
し
な

が
ら
財
政
規
律
を
維
持
し
て
い
る
。本
町

の
過
去
10
年
間
を
見
て
も
改
善
す
る
傾
向

は
見
ら
れ
ず
、
孫
の
代
ま
で
償
還
が
続
く

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
、住
民
負
担
の
上
昇
な
ど
、財

政
悪
化
に
何
ひ
と
つ
よ
い
こ
と
は
な
い
。

町
内
経
済
も
低
迷
、
人
口
減
少
も
管
内
７

町
村
平
均
が
減
少
率
１
・
９
８
％
に
対
し
、

本
町
は
５
・
８
１
％
と
突
出
し
て
い
る
。今

あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
答
弁
を

求
め
る
。副

町
長
答
弁

地
方
債
残
高
１
４
１
億
円
、
基
金

残
高
５
億
円
と
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。老
人
ホ
ー
ム
、消
防
庁

舎
な
ど
大
型
事
業
も
影
響
し
て
い
る
。し

か
し
、
事
業
は
時
代
の
要
請
に
基
づ
き
整

備
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
、
一
番
有
利
な

地
方
債
を
活
用
し
て
き
た
。指
摘
の
と
お

り
、
他
の
町
村
と
比
較
す
る
と
当
町
の
地

方
債
残
高
は
大
き
く
上
回
り
、
積
立
金
残

高
は
大
き
く
下
回
る
な
ど
た
い
へ
ん
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。令
和
２
年
か
ら
各
課
財

源
10
％
削
減
、
ふ
る
さ
と
納
税
確
保
を
推

進
し
財
政
運
営
を
す
る
。

問　

 

弟
子
屈
町
の
財
政
に
つ
い
て

 

答　

令
和
２
年
か
ら
各
課
財
源
10
％
削
減

問答

本
事
業
は
、
平
成
29
年
か
ら
国
の

補
助
を
受
け
調
査
・
試
錐
を
実
施

し
て
き
た
が
、
本
年
に
入
り
北
電
の
送
電

網
に
多
大
な
費
用
を
要
す
る
た
め
停
滞
し

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。10
月
に
新

し
い
送
電
プ
ロ
セ
ス
が
道
議
会
で
議
論
さ

れ
、
事
業
者
負
担
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
本
町
事
業
に
変
化
は

あ
る
の
か
。ま
た
、本
町
が
地
熱
事
業
に
選

定
し
た
関
西
電
力
が
３
億
円
を
超
え
る
多

額
の
不
正
金
の
問
題
で
国
会
や
国
民
か
ら

大
き
な
批
判
を
受
け
、
現
在
も
当
局
か
ら

調
査
を
受
け
て
い
る
。弟
子
屈
町
が
選
定

し
た
企
業
が
明
ら
か
に
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
以
上
、
本
町
と
し
て
企
業
選
定
を

や
り
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

町
長
答
弁

10
月
４
日
に
電
力
広
域
的
運
営
推

進
機
関
よ
り
募
集
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
が
発

表
さ
れ
、空
き
容
量
20
万
Ｋ
Ｗ
、負
担
金
十

数
億
円
と
な
り
、
十
分
に
実
現
可
能
な
金

額
で
あ
る
と
事
業
者
か
ら
報
告
を
受
け
て

い
る
。工
事
期
間
も
15
年
か
ら
５
年
程
度

に
短
縮
さ
れ
て
お
り
、
事
業
実
施
に
動
き

出
し
た
と
考
え
て
い
る
。11
月
13
日
に
関

西
電
力
が
来
町
し
、
状
況
説
明
と
謝
罪
を

さ
れ
た
。第
三
者
委
員
会
の
調
査
、新
た
な

経
営
陣
が
着
任
す
る
ま
で
事
業
予
算
は
動

か
せ
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。弟
子
屈

町
と
し
て
は
、
地
熱
事
業
へ
の
影
響
は
な

い
と
判
断
し
、
今
後
も
関
西
電
力
と
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
す
る
。

問　

 

湯
沼
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
地
域
地
熱
資
源
開
発
事
業
に
つ
い
て

 

答　

 

新
送
電
で
事
業
推
進
・
関
西
電
力
と
の
関
係
維
持

答

鈴 

木　

康 

弘　

議
員

一
般
質
問

問
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◆わたしたちの町議会てしかが

議長会関係

　９月17日　　　　　　釧路町村議会議長会議員研修会講師依頼あいさつ（釧路市・鶴居村）
　10月１日　　　　　　浜中町長選挙当選祝い（浜中町）
　10月７～８日　　　　第2回道東4地区町村議会議長会連絡協議会（帯広市）
　11月11～13日　　　　第63回町村議会議長全国大会および釧路町村議会議長会道外行政
　　　　　　　　　　　視察(東京都・静岡県)
　11月19日　　　　　　釧路町村議会議長会議員研修会（鶴居村）
　11月25～26日　　　　北海道町村議会議長会理事会（札幌市）

委員会関係

　９月24日　　　　　　議会広報編集特別委員会
　９月30日～10月２日　総務経済常任委員会道内視察研修(美幌町・当麻町・滝川市・札幌市)
　10月11日　　　　　　議会広報編集特別委員会
　11月28～29日　　　　決算審査特別委員会
　11月１～４日　　　　文教厚生常任委員会道外視察研修（日置市）
　11月21日　　　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　11月22日　　　　　　令和元年第３回釧路広域連合議会定例会
　11月29日　　　　　　令和元年第３回釧路公立大学事務組合議会定例会

その他

　９月５日　　　　　　玉川大学農学部表敬訪問対応
　９月６日　　　　　　養護老人ホーム倖和園・特養摩周合同敬老会
　９月14日　　　　　　北海道消防協会釧路地方支部消防団員技能競技大会（釧路市）
　９月14日　　　　　　第71回弟子屈市街地区敬老会
　10月５～６日　　　　第31回弟子屈ふる里会「ふる里祭り」（東京都）
　10月６日　　　　　　公益社団法人全日本断酒連盟第49回北海道ブロック（摩周湖）大会
　10月10日　　　　　　幕別町議会民生常任委員会行政視察
　10月11日　　　　　　北海道総合畜産共進会肉用牛の部「ゆな」号最高位受賞祝賀会
　10月16日　　　　　　七飯町議会経済産業常任委員会行政視察
　10月17日　　　　　　川湯小学校６年生社会見学対応
　10月18日　　　　　　弟子屈町総合防災訓練
　10月20日　　　　　　弟子屈・川湯消防団合同秋季演習
　10月26日　　　　　　令和元年度弟子屈町功労賞表彰式
　10月28日　　　　　　「大嶽部屋納谷幸之介君を弟子屈町から応援する会」設立総会
　10月29日　　　　　　消防団輸送車運用開始式
　11月10日　　　　　　チャリティ職域かくし芸「芸能の集い」
　11月13日　　　　　　関西電力訪問対応
　11月14日　　　　　　特別養護老人ホーム摩周運営委員会・摩周厚生病院運営委員会
　12月１日　　　　　　弟子屈町自治会連合会創立50周年記念式典
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議
会
の
動
き 

（
９
月
４
日
〜
12
月
３
日
）

弟
子
屈
町
は
国
内
最
大
級
の
屈
斜

路
カ
ル
デ
ラ
が
織
り
な
す
自
然
を

背
景
に
、ア
イ
ヌ
文
化
、開
拓
、開
拓
に
伴

う
芸
能
な
ど
多
種
多
様
な
歴
史
文
化
を
持

つ
町
で
あ
る
。歴
史
を
た
ど
る
上
で
最
も

重
要
な
の
は
博
物
史
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

旧
営
林
署
跡
に
開
設
の「
蔵
」の
所
蔵
品

や
更
科
文
庫
、
種
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
町

民
の
善
意
に
よ
る
寄
贈
や
長
き
に
わ
た
り

町
民
有
志
が
苦
労
を
重
ね
収
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
弟
子
屈
町
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
上
で
重
要
な
遺
産
で
あ
る
。し

か
し
、所
蔵
品
の
管
理
、保
護
が
行
き
届
い

て
お
ら
ず「
更
科
源
藏
文
学
資
料
館
」に
お

い
て
は
展
示
の
内
容
、
展
示
デ
ザ
イ
ン
に

工
夫
が
み
ら
れ
ず
残
念
で
あ
る
。博
物
遺

産
の
分
類
仕
分
け
、保
護
、管
理
等
の
取
り

扱
い
や
博
物
史
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長
答
弁

資
料
の
分
類
仕
分
け
は
管
理
台

帳
制
作
時
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。学
芸
員

を
活
用
し
、他
市
町
村
の
郷
土
館
・
博
物
館

を
参
考
と
し
、保
存
・
保
管
・
管
理
・
活
用
な

ど
詳
細
な
分
類
仕
分
け
に
取
り
組
む
。管

理
状
態
に
つ
い
て
は
適
正
な
環
境
で
の
管

理
状
態
に
い
た
っ
て
い
な
い
現
状
は
認
識

し
て
い
る
。劣
化
が
進
ん
で
い
る
資
料
も

見
受
け
ら
れ
、
早
急
に
空
調
設
備
を
備
え

た
保
管
庫
の
確
保
等
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
。２
万
９
千
点
の
郷
土
資
料
を
後

世
に
引
き
継
が
せ
る
こ
と
は
専
門
的
な
知

識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
芸
員
な

ど
人
材
の
育
成
と
確
保
に
努
め
る
。

問　

 

弟
子
屈
町
博
物
遺
産
の
管
理
と
保
護
に
つ
い
て

 

答　

 

郷
土
資
料
２
万
９
千
点
の
管
理
は
人
材
の
育
成
と
確
保
が
重
要

答

武 

山　

秀 

樹　

議
員

一
般
質
問

問

計画的な整備を進める「蔵｝

近
年
、
日
本
の
純
米
酒
や
国
産
ウ

イ
ス
キ
ー
モ
ル
ト
・
ワ
イ
ン
が
海

外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。中
で
も

北
海
道
産
ワ
イ
ン
は
、
空
知
地
方
ワ
イ
ナ

リ
ー
生
産
の
ワ
イ
ン
が
世
界
コ
ン
ク
ー
ル

で
上
位
入
賞
す
る
な
ど
、
品
質
の
向
上
に

よ
り
国
内
外
市
場
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、

道
内
１
次

産
業
に
新

し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て

確
立
し
つ

つ
あ
る
。弟

子
屈
町
は

平
成
21
年

よ
り
ワ
イ

ン
用
ブ
ド

ウ
「
山
幸

種
」の
試
験

栽
培
を
始

め
て
か
ら

10
年
が
経
過
し
た
が
、
弟
子
屈
町
産
ワ
イ

ン
事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

現
在
、
ワ
イ
ン
醸
造
に
お
い
て
は

池
田
町
ブ
ド
ウ
酒
研
究
所
に
委
託
醸
造
を

依
頼
し
ワ
イ
ン
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、コ
ス
ト
面
で
不
利
な
こ
と
や
、弟
子
屈

町
産
ワ
イ
ン
と
し
て
販
売
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
３
年
間
の
就
任
期
間
を
終
え
た
元

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
中
心
と
し
て
弟

子
屈
町
に
醸
造
所
を
建
設
し
、
町
内
産
ブ

ド
ウ
を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
を
め
ざ

し
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
を
確
立
し
た
い
。今
後
は
千
本
単
位
で

の
苗
木
植
栽
を
行
い
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
を

増
や
し
、醸
造
所
建
設
を
目
指
す
。ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
と
し
て
地
元
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
と
の
連
携
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

に
よ
り
知
名
度
の
向
上
と
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
る
。

問 問　

弟
子
屈
町
産
ワ
イ
ン
事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

 

答　

 

収
穫
量
を
増
や
し
醸
造
所
建
設
を
目
指
す

答

ブドウを増産し、ワイン醸造所の建設を目指す
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　主要な登場人物やホ
ームズ愛好の品、名セリ
フはもちろん、あらゆる
ジャンルからホームズ
にまつわる案件を50音
順に辞典形式で紹介し
ます。イラスト満載でシ
ャーロッキアンと呼ば
れるマニアから、アニメ
やドラマが好きなライ
トなファンまで誰もが
楽しめます。

「 

ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
教
養
と
し
て
の
仏
教
」

鵜
飼　

秀
徳
／
著

「
退
職
代
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

桐
畑　
　

昴
／
著

「 

地
球
温
暖
化
で
雪
は
減
る
の
か
増
え
る
の

か
問
題
」

川
瀬　

宏
明
／
著

「 

ジ
ー
ン
ズ
で
袋
物
」

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
／
編

「 

間
違
い
だ
ら
け
の
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」

中
村　

正
人
／
著

「  

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
仕
事
が
わ
か
る
本
」

西
位　

輝
実
／
著

「
最
高
の
任
務
」

乗
代　

雄
介
／
著

「
医
者
が
教
え
る
正
し
い
病
院
の
か
か
り
方
」

山
本　

健
人
／
著

「
地
図
で
見
る
日
本
の
地
震
」山

川　
　

徹
／
文

「 

ゆ
め
の
か
な
え
か
た
」

た
か
い　

よ
し
か
ず
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

北原尚彦／文

☆
特
集
展
示

 

『
本
の
福
袋
の
中
身
、公
開
！
』

　

昨
年
12
月
に
年
末
企
画
と
し
て
、本
の
福
袋

の
貸
出
し
を
行
い
ま
し
た
。本
の
福
袋
は
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
選
ん
だ
本
２
〜
３
冊
を
包

装
し
、中
身
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
貸
出
し
す

る
も
の
で
す
。利
用
者
か
ら
は
好
評
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
の
福
袋
の
中
身
が
気
に
な
っ
て
い
た
方

も
多
く
い
ま
し
た
の
で
、福
袋
の
中
身
を
公
開

し
て
貸
出
し
ま
す
。ジ
ャ
ン
ル
は
一
般
、
Ｙ
Ａ

（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
・
中
高
校
生
向
け
の
本
）、

児
童
、
絵
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。袋
ご
と
で
は

な
く
１
冊
か
ら
貸
出
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
／
２
月
１
日
㈯
〜
２
月
29
日
㈯

▼
場
所
／
図
書
館
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
11

日
㈫（
建
国
記
念
の
日
）・
17
日
㈪
・
23
日

㈰
（
天
皇
誕
生
日
）・
24
日
㈪
（
振
替
休

日
）・
28
日
㈮（
図
書
整
理
日
）

シャーロック・ホームズ語辞典シャーロック・ホームズ語辞典

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

おはなしはらっぱ
☆ 

移
動
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

毎
週
木
曜
日
、
移
動
図
書
館
（
図
書
館

バ
ス
）が
絵
本
や
児
童
書
、
小
説
、
料
理
や

裁
縫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
用
書
、
雑
誌
な

ど
約
２
千
冊
を
載
せ
て
、
町
内
各
地
域
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
が
主
な

巡
回
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
図
書
館
で
借
り
て
バ
ス
で
返
す
」「
バ

ス
で
借
り
て
図
書
館
で
返
す
」
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※ 

停
車
場
所
・
停
車
時
間
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
運
行
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※ 

悪
天
候
な
ど
で
運
行
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

☆１日／『いろいろいちご』 『あげます。』
　　　　『せつぶんワイワイまめまきの日！』
☆15日／『いろいろじゃがいも』
　　　　『ぱんつくったよ。』『やさいのがっこう』
☆22日／『にんじんとごぼうとだいこん』
　　　   『バナナじけん』『おにぎりやタコジロー』
☆29日／『ケーキをじょうずにわけるには』
　　　   『うどん対ラーメン』
　　　　『じいちゃんバナナばあちゃんバナナ』

　※８日はお休みします

テーマ『大きくなるには！』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

☆お知らせ☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

13
日
㈭
・
27
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

７
日
㈮
・
14
日
㈮

 

認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／２月13日㈭・27日㈭
　　　　　　　　　３月12日㈭・26日㈭

　  Ｂコース　運行日／２月６日㈭・20日㈭
　　　　　　　　　　  ３月５日㈭・19日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05
川湯の森病院 14:10～14:30

14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

防災ワンポイントコーナー

　昨年の広報てしかが12月号では「災害時に自宅での避難生活を支えるもの」について紹介しましたが、今月号では
「①非常時に持ち出すもの（リュックサックにひとまとめにしておくと便利）」と「②避難所での避難生活を支えるも
の（コンテナボックスなどにひとまとめにしておくと便利）」について紹介いたします。
　徒歩で避難する時は、カバンではなくリュックを背負い、両手を使える状態で避難しましょう。また、車両で避難す
るためには、予めトランクに積んで置くことをお勧めします。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

Ｊアラートの試験放送を行います

　大地震、火山噴火および河川氾濫などの災害が発生した場合や他国から弾道ミサイルが通過した時には、これらの
情報をいち早く住民にお知らせするため、消防のスピーカーを通じて一斉放送が行われます。昨年８月から３カ月ご
とに全国一斉で試験放送を行っています。試験放送の日時と放送内容、スピーカー設置箇所は以下のとおりです。試
験放送を行う日時の前には、予告放送を行います。

▼放送日時／２月19日㈬　11時（これ以降の放送日は未定です）

▼  放送内容／上り４音チャイム音～「これはJアラートのテストです」×３回～「こちらは弟子屈町です」～下り
４音チャイム音

▼消防のスピーカー設置箇所
　 弟子屈消防署、弟子屈消防署跡地、川湯消防支署、川湯市街地、川湯敷島団地、川湯消防団川湯駅前詰所、弟子屈消防
団美留和詰所、弟子屈消防団屈斜路詰所、泉ふれあいセンター、弟子屈町社会老人福祉センター、弟子屈町商工会
館、すずらん丘会館

▼非常時に持ち出すもの（リュックサックにひとまとめにしておくと便利）
クラッカー・ビスケット・クッキー・せんべい・羊かんなど、火を使わずに直ぐに食べられるもの
チョコレート・あめなど、塩分・糖分を同時に食べられるもの　飲料水・野菜ジュース・青汁（粉末）
使い捨ての食器、紙コップ、割り箸、ポリ袋、ラップ、アルミホイル、ウエットティッシュなど

▼避難所での避難生活を支えるもの（コンテナボックス等にひとまとめにしておくと便利）
毛布、タオルケット、枕、オーバー、ウインドブレーカーなどの防寒具
床に敷く厚手のレジャーシート　水袋又は水タンク（顔や手や食器を拭いたりする時に便利です）
歯磨きセット、洗面道具　救急絆創膏、ハサミ、缶切り、毛抜き、風邪薬、胃腸薬などの常備薬
スリッパ、軍手など　カップ麺やフリーズドライ食品など

屈斜路湖の魚類や町内の野生動物などの調査結果報告会を開催
　屈斜路湖に住む魚類やザリガニをはじめ、町内に住む野生動物などについて調査結果の報告会を行います。
　町内の動物が、どんな環境で、どのように生息しているかなど、玉川大学の学生による調査報告を聞いてみま
せんか。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

▼日時／２月10日㈪　10時～正午　※受付けは９時30分から

▼開催場所／町公民館２階　講堂
▼報告内容／10件の報告を行います

　 屈斜路湖におけるウチダザリガニの移動性および駆除に関する
考察屈斜路湖流入河川におけるサケ科魚類の食性および環境考
察屈斜路湖に生息するジュズカケハゼの食性と環境屈斜路湖流入河川におけるサケ科魚類の微小環境
　 弟子屈町林内に置かれた丸太と野生動物の関係弟子屈町内における大型動物の生息状況報告美留和地
区林内の堆積丸太とげっ歯目の利用環境屈斜路湖におけるアメリカミンクの生息および今後の課題玉川
大学における卒業研究成果の活用方法の提案 酪農分野における外国人技能実習制度の現状と課題
　※事前の参加申し込みは、不要です。時間までにご来場ください。

❑問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

屈斜路湖周辺の生物相調査および魚類資源への影響を調査

昨年の報告会の様子
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町
成
人
式
写
真
展
が
12
月
24
日
か
ら

１
月
12
日
ま
で
、１
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ

れ
、
昭
和
42
年
か
ら
今
ま
で
行
わ
れ
た
成

人
式
の
集
合
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。昨

年
か
ら
成
人
式
に
合
わ
せ
展
示
を
行
っ

て
お
り
、「
こ
ん

な
頃
が
あ
っ
た
、

懐
か
し
い
」「
み

ん
な
若
い
」な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、

多
く
の
方
に
観

覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

２０２０．２／Ｎｏ．２３６

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の

ス
ケ
ー
ト
教
室
を
１
月

11
・
12
日
の
両
日
、町
営
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
と
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

元
気
で
活
力
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て

い
て
、今
年
は
、２
日
間
延

べ
56
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
５
人
の
ス

ケ
ー
ト
経
験
者
の
指
導
の

も
と
、
ス
ケ
ー
ト
の
滑
り

方
や
転
び
方
な
ど
を
学
習
。子
ど
も
た
ち

は
寒
さ
に
負
け
ず
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

９
○
○
草
原

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

▼ 

日
時
／
２
月
16
日
㈰　

９
時
30
分
集

合
、９
時
40
分
出
発
・
正
午
こ
ろ
終
了

▼ 

集
合
場
所
／
桜
ヶ
丘
森
林
公
園
駐
車

場
▼ 

参
加
料
／
一
般
の
方
５
０
０
円（
傷
害

保
険
料
・
記
念
写
真
代
含
む
）

▼ 

コ
ー
ス
／
桜
ヶ
丘
森
林
公
園
〜
９
○

○
草
原
展
望
台
10
㎞
（
経
験
者
）・
ふ

る
さ
と
林
道
分
岐
５
㎞（
初
心
者
）

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
14
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
上
枝
ス

ポ
ー
ツ
☎
４
８
２
‐
２
２
８
５
ま
で
。

※
初
心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

タ
イ
ム
レ
ー

ス
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

小
学
生
以
下

の
方
は
、
保
護

者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

気
象
状
況
に

よ
り
コ
ー
ス

を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※ 

歩
く
ス
キ
ー
が
な
い
方
に
は
、
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。☎
４
８
２
‐

２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

川
湯
学
級
は
１
月
20
日
に
農

村
セ
ン
タ
ー
で
、
弟
子
屈
学
級
は

１
月
22
日
に
町
公
民
館
講
堂
で

「
新
年
の
喜
び
を
語
り
合
お
う
」を

テ
ー
マ
に
、
新
年
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。福
笑
い
や
ク
イ
ズ
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、
弟
子
屈
学
級
で

は
学
級
生
に
よ
る
踊
り
や
歌
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

▼
２
月
の
生
き
が
い
講
座

　
「
声
高
ら
か
に 

歌
を
う
た
お
う
」

 

弟
子
屈
学
級

▼
日
時
／
２
月
17
日
㈪　

10
時

〜▼
場
所
／
町
公
民
館

 

川
湯
学
級

▼ 

日
時
／
２
月
21
日
㈮　

10
時
〜

▼ 

場
所
／
川
湯
ふ
る
さ
と
館

「生きがい講座」で学んでいます

華やかな写真が勢ぞろい

好天に恵まれスケートを満喫

歩くスキーを楽しみませんか

公
民
館
ロ
ビ
ー
展

　

毎
年
、
町
内
で
夏
合
宿
を

行
っ
て
い
る
東
京
国
際
大
学

駅
伝
部
が
、
第
96
回
東
京
箱
根

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走（
箱
根

駅
伝
）に
出
場
し
、み
ご
と
総
合

５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

１
月
２
・
３
日
に
開
催
さ

れ
た
大
会
は
、
関
東
の
大
学
21

チ
ー
ム
が

参
加
し
、

東
京
都
千

代
田
区
大

手
町
か
ら
神
奈
川

県
箱
根
町
を
往

復
す
る
10
区
間
、

２
１
７
・
１
㎞
を
２

日
間
か
け
て
走
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
往
路
３
区
で
１
位
通
過
す

る
な
ど
健
闘
し
、往
路
総
合
３
位
。

　

２
日
目
の
復
路
で
は
、
最
終
10
区
の

ゴ
ー
ル
手
前
ま
で
東
京
国
際
大
学
含
む

４
校
が
３
位
争
い
を
し
、
惜
し
く
も
総
合

５
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
創
部
初
と
な
る

シ
ー
ド
権
（
次
回
の
大
会
に
自
動
的
に
出

場
で
き
る
権
利
）

を
獲
得
す
る
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　

今
年
も
町
内
で

の
夏
合
宿
を
予
定

し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
か
ら

の
暖
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
３
回
目
の
教
室
で
は
、
前
２
回

の
内
容
を
踏
ま
え
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

に
今
必
要
な
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
補

強
運
動
、
け
が
を
し
な
い
身
体
づ
く
り
な

ど
、実
践
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
実
施
し
て
い

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
紹
介
し
ま
す
の
で
、

指
導
者
や
保
護
者
の
参
加
も
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
２
月
15
日
㈯

　

 

小
学
生
／
10
時
〜
11
時
30
分

　

 

中
・
高
校
生
／
13
時
〜
15
時

▼
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容
／
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
補
強

運
動
な
ど

▼ 

講
師
／
釧
路
労
災
病
院　

推
井
基
陽

理
学
療
法
士　

ほ
か

▼ 

対
象
／
町
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
、

保
護
者
、指
導
者

▼
参
加
／
無
料

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
10
日
㈪

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

東京国際大学が５位入賞！

往路のスタート

復路のゴール付近で大接戦！

希
望
に
満
ち
た
大
人
へ
の
第
一
歩
に
祝
福

　

第
72
回
弟
子
屈
町
成
人
式

　

町
教
育
委

員
会
は
、１
月

12
日
、
第
72
回

弟
子
屈
町
成

人
式
を
町
公

民
館
講
堂
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
新
成
人
48
人
が
出
席
。新
成
人

を
代
表
し
て
、工
藤
瑞
希
さ
ん
と
須
崎
理
子

さ
ん
が「
常
に
向
上
心
を
持
ち
、
後
輩
た
ち

の
手
本
と
な
り
、地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
々

木
淑
吏
さ
ん

と
、
渡
邊
華
加

さ
ん
が
、
摩

周
湖
農
協
、
弟

子
屈
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
記
念
品
を

受
取
り
、
土
屋

柾
さ
ん
が
交

通
安
全
宣
言

を
行
い
、
交
通

ル
ー
ル
を
厳

守
す
る
と
誓

い
ま
し
た
。

　

式
典
に
続

き
、
認
定
こ
ど

も
園
ま
し
ゅ

う
の
園
児
13

人
が
「
町
民
の

歌
」
を
披
露
。

新
成
人
の
皆

さ
ん
に
手
作

り
の
お
祝
い

カ
ー
ド
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
地

域
貢
献
活
動

と
先
輩
方
へ

誓いのことば
参加者で記念写真

記念品を受け取る佐々木さん記念品を受け取る渡邊さん交通安全宣言をする土屋さん

の
お
祝
い
の
意

味
を
込
め
て
、

弟
子
屈
高
校

の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
司
会
進

行
と
受
付
け
を

行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
ロ

ビ
ー
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
幼
少
期

や
学
生
時
代
の
写
真
や
、
学
生
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
担
任
の
先
生
か
ら
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
展
示
。新
成
人

も
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
懐
か

し
そ
う
に
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ユ
ー
ス
フ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
て
し
か
が
（
今
井
慎
也
会
長
）
が

中
心
と
な
っ
て
祝
賀
会
を
開
催
。ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

町民の歌を披露するこども園ましゅうの園児

司会進行などを行った弟子屈高校の皆さん

仲間で記念写真

盛り上がった祝賀会
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弟
子
屈
町
未
来
こ

ど
も
協
議
会（
目
黒
厚

子
会
長
）
主
催
の
「
冬

休
み 

日
本
の
お
正
月

を
楽
し
も
う
」が
１
月

９
日
、町
公
民
館
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、町

内
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
社
会

性
や
自
立
性
、協
調
性
な
ど
を
養
い
、人
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
や
豊
か
な
心
を
育
み
、

郷
土
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た

め
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
て
、
昨
年
行
わ

れ
た「
夏
休
み
二
日
間
の
合
宿
」に
続
い
て
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、町
内
の
小
学
生
12
人
が
参
加
し
、

日
本
の
伝
統
行
事
で
あ
る
も
ち
つ
き
会
と
、

か
る
た
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
会
で
は
、
蒸
し
あ
が
っ
た
も
ち

米
を「
よ
い
し
ょ
よ
い
し
ょ
」の
掛
け
声
と
と

も
に
、
代
わ
る
代
わ
る
一
生
懸
命
に
つ
き
ま

し
た
。つ
き
た
て
の
お
餅
は
、き
な
粉
や
あ
ん

こ
、納
豆
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、昼
食
に

は
お
雑
煮
に
し
て
食
べ

て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
町
民

の
方
が
制
作
し
た
か
る

た
を
使
い
、
か
る
た
会

を
開
催
。
読
み
札
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
度
に
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

さまざまな体験を通して
弟子屈町未来こども協議会

「冬休み 日本のお正月を楽しもう」

つきたてのお餅をみんなで試食

掛け声とともにもちつき会

年の初めに防火意識を新たに
弟子屈消防・川湯消防の出初式

　

釧
路
管
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
弟
子

屈
消
防
の
出で

初ぞ
め

式
が
１
月
４
日
、
弟
子
屈

消
防
署
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
、
消
防
力
の
充
実
・
強
化
と
、

消
防
職
団
員
の
士
気
高
揚
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。式
に
は
、
消
防
職

団
員
や
来
賓
な
ど
約
70
人
が
出
席
。役
場

駐
車
場
で
観
閲
式
の
後
、
消
防
団
ラ
ッ
パ

隊
の
先
導
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。消
防
隊
の
勇
姿
に
、
見
物
に
訪
れ
た

町
民
か
ら
も
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、
長
年
、
消
防
活
動
に
尽
力
し
て

き
た
消
防
団
員
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

川
湯
消
防
出
初
式
は
１
月
６
日
、
川
湯

消
防
支
署
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、消
防
職
団
員
や
来
賓
、関
係
者

な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、
恒
例
の
は
し
ご

乗
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。は
し
ご
乗

り
で
は
、
７
㍍
の
竹
は
し
ご
の
上
で
そ
ろ

い
の
法
被
を
着
た
職
団
員
が
華
麗
な
技
を

披
露
。見
物
し
て
い
た
皆
さ
ん
か
ら
大
き

な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

長
年
、
消
防

活
動
に
尽

力
し
て
き

た
消
防
団

員
の
表
彰

が
行
わ
れ
、

今
年
１
年

の
防
火
・
防

災
の
意
識

を
新
た
に

し
ま
し
た
。

德永（町長）組合長らが見守る中分列行進を実施（弟子屈消防）

はしご乗りの妙技を披露（川湯消防）

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

自動車運転免許の
更新時講習
期日／２月19日㈬
場所／町公民館

 ▼優良講習／11時30分

 ▼一般講習／13時

 ▼違反講習／９時

 ▼初回講習／14時30分

※ 講習は、警察署で免許更新の手続き

を済ませた後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

ストップ・ザ・交通事故

～めざせ安全で安心な北海道～

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
令和２年２月発行　第269号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

交番だより　令和２年２月号

　弟子屈警察署管内の一般住宅に「民事訴訟最終通達書」などと記載された「封書」が配達

されています。封筒には差出人名が記載されていません。中には「民事訴訟最終通達書」が同

封されており、「「訴訟取り下げ最終期日」が封書の届いた日の翌日など短い期間」「訴訟通

知センターお問い合わせ・相談窓口」などが記載されていて、架空請求の封書です。

　これは、取り下げ期日を短く設定し、焦らせて電話させる詐欺の手口です。

　身に覚えのない封書やはがきが送られてきた場合には、封書などに記載された電話番号

には連絡せず、家族や警察署に相談して下さい。　

詐欺の封書に注意してください！

違法・迷惑駐車をなくそう！
　違法・迷惑駐車は、さまざまな危険や障害の原因と
なっています！
 道路が狭くなるため、通行の妨害になります。
 救急車などの緊急車両の活動を妨げるため、人命
救助に影響を与えます。
 除排雪作業の妨げとなり、皆さんの生活に悪影響
があります。
 交差点付近の違法駐車は、車両や歩行者の見通し
を妨げ、事故の原因となります。

　社会保険事務所の職員や、自治体職

員、税務署員を装って、医療費・保険料・

税金が還付されますなど、払いすぎたお

金が返還されるかのように偽ります。

還付金詐欺

　冬道運転は、天候により路面状態が急変するなどたいへん危険
です。次のことに注意し、安全運転を心がけましょう！
〇 スピードダウンと慎重な運転を！
 スリップによる交通事故を防止するために、スピードダウンと
路面状況にあわせた慎重な運転を心がけましょう。
〇 「急」のつく運転操作をしない！
 「急発進」「急加速」「急ブレーキ」といった「急」のつく運転操作は
スリップにつながりたいへん危険です。

　メールや電話などで有料サイトの利

用料金請求や投資に絡む名義貸しトラ

ブル解決などを装い、現金をだまし取る

詐欺です。

架空請求詐欺

　ＦＡＸなどで融資希望者を募り、保証

金などの名目で現金をだまし取る詐欺

です。

融資保証金詐欺

白熱したかるた会
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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　道の駅摩周温泉
で１月１日、恒例
の新春感謝祭が行
われました。
　新春感謝祭は、
道の駅のリニュー
アルオープン後か
ら毎年行われてい

るもので、今年で９回目。正面玄関前で川湯ばやしが披露さ
れたほか、正面広場では、くじ入りの餅まき大会が行われ、
多くの方でにぎわいました。館内では、直売会特製の福袋が
販売されたほか、お汁粉が振る舞われ、来場者の皆さんは、
お正月気分を満喫していました。

餅まきや川湯ばやしなどで新年を祝う

道の駅でお正月イベント

た
く
さ
ん
の
方
が
つ
め
か
け
た
餅
ま
き

１月１日

　弟子屈警察署では、放
課後児童クラブ にこに
こクラブ（弟子屈小学校
内）の児童たちを対象に
１月９日、交通安全教室
を開催しました。

　１月10日の110番の日が近いことから行われたもので、クラ
ブの児童たちはグループに分かれ、住んでいる近くの地図を
使い、登下校のルートを確認しながら、こども110番の家を確
認しました。また、交通安全標語である「いかのおすし」を確認
するため、イラストに色を塗りながら、標語の確認をして、交
通安全の意識を高めました。教室には、北海道警察のキャラク
ターほくとくんも現れ、大歓声があがっていました。

ほくとくんもやって来た

にこにこクラブ交通安全教室を開催
ほ
く
と
く
ん
と
記
念
撮
影

１月９日

　パナソニックの女子
陸上部の選手やコーチ
ら19人が12月13日、和琴
小学校（斎藤超校長）で、
児童たちと交流しまし
た。

　同部は、全日本実業団女子駅伝で、平成29・30年に連覇する
など、日本屈指の強豪チームで、今年行われる東京オリンピ
ック出場を狙う選手も所属。冬のトレーニングなどを行うた
め来町し、この日は同校の児童たちと交流しました。同部が
行っている「エチオピア体操」という基礎トレーニングや、腰
につけたひもを取りあう「しっぽ取りゲーム」を一緒に行い、
選手も児童も楽しそうに交流していました。

パナソニック女子陸上部が来町

和琴小学校の児童とスポーツ交流

12月13日

み
ん
な
で
エ
チ
オ
ピ
ア
体
操

　人命救助に貢献
したとして釧路北
部消防事務組合菅
井憲昭消防長から
屈斜路在住の祖父
江健一さんに感謝
状が贈られ、その

贈呈式が12月19日、弟子屈消防庁舎で行われました。
　この感謝状は、昨年11月22日の屈斜路湖で発生した水難
事故において、迅速的確な行動で人命救助に貢献されたこ
とに対するもの。菅井消防長は「水温の低い中この迅速な対
応がなければ、要救助者の生死に関わるものとなっていた」
と感謝の意を述べていました。

人命救助に貢献

祖父江 健一さんに感謝状を贈呈
感
謝
状
を
手
に
す
る
祖
父
江
さ
ん

12月19日

　町、町暴力追放
運動推進協議会、
弟子屈防犯協会の
主催による令和元
年度弟子屈町歳末
警戒街頭啓発が12
月26日、町内の大

型店舗や金融機関、道の駅などで行われました。
　犯罪の起きやすい年末を迎え、地域の方に注意を呼び掛
けるために行われたものです。
　当日は弟子屈警察署や各地区防犯協会など多くの関係機
関からおよそ30人が参加。いくつかのグループに分かれて
町内を巡回し、啓発品の配布を行いました。

年末も防犯・防災の心得を

歳末警戒街頭啓発を実施
啓
発
品
の
防
災
セ
ッ
ト
を
手
渡
す

12月26日

　町内の農業者でつく
る摩周そば生産組合（猪
狩広昭組合長）の皆さん
が12月26日、特別養護老
人ホーム摩周で手打ち
そばをふるまいました。

　会場では、そば打ちの実演が行われたほか、事前に打った
そば200人前が、隣接する養護老人ホーム倖和園の利用者た
ちにも、かしわそばとしてふるまわれました。
　利用者の皆さんからは「打ち立てのそばは、とてもおいし
い」などの声が聞かれ、笑顔でそばを楽しんでいました。
　猪狩組合長からは「喜んでもらえて何より。来年も続けた
い」と話していました。

打ちたてのそばを味わって

摩周そば生産組合が特養摩周そば打ちを実演
打
ち
た
て
の
そ
ば
を
味
わ
う
皆
さ
ん

12月26日

　農林水産省が主催す
る第６回ディスカバー
農山漁村の宝として、㈲
渡辺体験牧場（渡辺隆幸
代表取締役）が選定され
12月30日、町役場で德永

町長に報告しました。この取り組みは、農林水産省が、地域活
性化や所得向上を実現する優良事例を選定し、それらの取り
組みを広く波及させ、農林水産業を振興することが目的で
す。同牧場は、全国931件の事例から選ばれた31件のひとつに
選定されました。首相官邸で選定証を受けとった渡辺さんは
「町民の皆さんに支えられてやってきた。皆さんに喜ばれる
よう、さらに商品開発を進めたい」と話していました。

第６回ディスカバー農山漁村の宝

渡辺体験牧場が全国選定
選
定
証
を
手
に 

渡
辺
代
表（
中
）

12月30日

　南弟子屈地域活性化協
議会による、コミュティカ
フ ェ が11月29日 と12月20
日、旧昭栄小学校でオープ
ンしました。

　地域の人が集まれる場所を作りたいと、月に１度の予定で
開催。協議会の女性メンバーが中心となって地場産品を使っ
たセットメニューを提供しています。12月20日には、クリス
マスメニューの骨付きチキンや炊き込みご飯のほか、オリジ
ナルブレンドのコーヒーも提供されました。南弟子屈 ホオナ
ニ ポオハクの皆さんによるフラダンスなども披露され、集
まったお客さんからは「気軽に集まれる場があるのはうれし
い。これからも続けてほしい」という声が聞かれました。

みんなが楽しく集まれる場所を作りたい

南弟子屈でコミュニティカフェをオープン
見
事
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

11月29日・12月20日

　町交通安全運動推進
協議会（会長：德永町
長）と町交通安全協会
（村岡幸雄会長）による
令和元年度弟子屈町交
通安全大会が12月20

日、町公民館で行われました。交通事故被害者への黙とうの
後、町交通安全運動推進協議会表彰と優良運転者表彰で合わ
せて９人の皆さんと、交通安全功労団体の表彰が行われまし
た。続いて、弟子屈警察署の松田真尚地域・交通課長による
「交通死亡事故抑止について」の講演などが行われました。来
賓の弟子屈警察署 林隆俊署長は、あいさつで道・町内の死亡
事故数に触れ、安心・安全な町を目指すと話していました。

12月20日

表
彰
さ
れ
る
石
橋
和
美
さ
ん

悲惨な交通事故をなくそう

令和元年度 弟子屈町交通安全大会

11月21日

　㈱協和建設（延藤政
則代表取締役）の皆さ
んが11月21日、みはら
し台団地のフェンスの
撤去作業を行いまし
た。
　このフェンスは除雪
作業の支障になるた
め、冬期間は取り外さ
れ、撤去、設置とも同社
が毎年社会貢献の一環
として行っています。

同社からは３人が参加し、手際よく作業が行われました。

地域の役に立ちたい

㈱協和建設が社会貢献
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
る
皆
さ
ん

　㈱今井総合保険シス
テム（今井慎也代表取
締役社長）は、１月16
日、川湯小学校（中岡美
緒校長）にベルマーク
を寄贈しました。あい

おいニッセイ同和損保が地域住民や企業と共に行っている社
会貢献としてのベルマーク収集に同社が賛同して行ったも
のです。この日は、同社の今井慎也さんが来校。社員の家庭
や保険証書にベルマークがついていることで集められた
5,416.6点を寄贈。同校からは、児童会長の中原実和さんが感
謝の言葉を贈りました。贈呈されたベルマークは、ベルマー
ク協力会社から学校の備品などの購入に役立てられます。

ベルマークで社会貢献

(有)今井総合保険システムが川湯小に寄贈
左
か
ら
中
岡
校
長
、中
原
児
童
会

長
、今
井
代
表

１月16日
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競
争
入
札
参
加
資
格
申

請
の
お
知
ら
せ

　

町
が
発
注
す
る
工
事
な
ど
の
請

負
・
設
計
・
物
品
の
購
入
、そ
の
他
の

契
約
に
係
る
令
和
元
・
２
年
度
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
の
中
間
受
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
申
請
書
を
提
出
し
受
理
さ

れ
た
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼ 

受
付
期
間
／
２
月
10
日
㈪
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▼ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❑ 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場

　

総
務
課
総
務
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

１
２（
課
直
通
）ま
で
。

町
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す

　

町
で
は
、大
学
・
短
大
・
各
種
専
門

学
校
・
高
等
専
門
学
校
お
よ
び
高
校

に
在
学
中（
本
年
４
月
入
学
も
含
む
）

の
学
生
、
生
徒
の
う
ち
経
済
的
事
情

の
あ
る
方
に
、
学
資
の
一
部
を
奨
学

金
と
し
て
貸
与
し
て
い
ま
す
。

▼ 

奨
学
生
の
条
件
／

弟
子
屈
町
の

住
民
で
あ
る
こ
と

学
校
教
育
法

に
定
め
る
大
学
、短
大
、各
種
専
門

学
校
、
高
等
専
門
学
校
お
よ
び
高

校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と（
本
年

４
月
入
学
予
定
も
含
む
）

経
済

的
事
情
に
よ
っ
て
学
資
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
こ
と

人
物
、
学

業
と
も
に
優
秀
で
、
か
つ
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

▼ 

奨
学
金
の
貸
与
額
／

高
校
・
高

等
専
門
学
校
は
月
額
１
万
円
以
内


短
大
・
各
種
専
門
学
校
は
月
額

２
万
円
以
内

大
学
は
月
額
３
万

円
以
内

大
学（
医
、
歯
、
獣
医
学

課
程
）
お
よ
び
大
学
院
は
月
額

６
万
円
以
内

▼ 

貸
与
期
間
／
令
和
２
年
４
月
か
ら

卒
業
す
る
ま
で
毎
月
貸
与

▼ 

返
済
期
間
／
卒
業
後
10
年
以
内
に

毎
月
、半
年
ま
た
は
年
毎
に
償
還

▼ 

貸
与
申
請
手
続
き
／
３
月
27
日
㈮

ま
で
に
、次
の
書
類
を
在
学
学
校
長

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 


奨
学
生
志
願
書

奨
学
生
推
薦

書
（
在
学
ま
た
は
出
身
学
校
長
の

も
の
）

学
業
成
績
証
明
書（
令
和

元
年
度
の
も
の
）

入
学
証
明
書
、

ま
た
は
合
格
通
知
書
の
写
し

家

庭
状
況
調
書

健
康
診
断
書

過

去
１
年
間
の
収
入
証
明
書
（
所
得

証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
写
し
）

過
去
１
年
間
の
納
税

証
明
書（
保
証
人
と
な
る
方
２
人
分
）

▼ 

奨
学
生
の
選
考
と
決
定
／
提
出
さ

れ
た
書
類
に
よ
り
奨
学
審
議
会
で

２月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

ＰＬＭＢＡバトントワラー弟子屈教室練習

今月の主な行事予定
１・８・15･22日

冬期協会長杯ソフトバレー大会２日

第６回弟子屈町バトミントン大会16日
９日 ソフトテニス協会定期練習

１月10日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

審
査
の
上
、
教
育
委
員
会
で
決
定

し
通
知
し
ま
す
。

❑  

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

管
理
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
５（
課

直
通
）ま
で
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す

　

国
民
の
幅
広
い
意
見
を
把
握
し
、
国

有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
た

め
、国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
／
48
人

▼ 

モ
ニ
タ
ー
期
間
／
４
月
か
ら
令
和

４
年
３
月
ま
で

▼
モ
ニ
タ
ー
内
容
／
国
有
林
野
森

林
・
林
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
回
答
や
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
現

地
見
学
会
へ
の
参
加
な
ど
。

▼ 

応
募
資
格
／
北
海
道
に
お
住
ま
い

石
綿
関
連
疾
患
の
労
災

補
償
制
度
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
病

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
被

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。石
綿
に
よ
る
疾
病

は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長

い
年
月
を
経
て
発
病
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。中
皮
腫
な
ど
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に

石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎４８２‐１８１１

で
、令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
20
歳
以
上
の
方
。

▼ 

応
募
方
法
／
氏
名
、
性
別
、
住
所
、

郵
便
番
号
、年
齢（
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
）、職
業
、電
話
番
号
、モ

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応

募
理
由
を
記
入
の
上
、郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▼ 

応
募
締
切
り
／
２
月
21
日
㈮（
必
着
）

▼ 

選
考
結
果
／
３
月
末
ま
で
に
依
頼

状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
森
林
管

理
局
企
画
課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担

当
（
〒
０
６
４
‐
８
５
３
７ 

札
幌

市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７
丁
目
70

番
）☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
２
２
８


０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
１
９
４

　

メ
ー
ル h_kikaku@

m
aff.go.jp

に
は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま

た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
☎

０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１(

内

線
３
５
９
０
）ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日

の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談
（
面

接
）
／
２
月
21

日
㈮　

14
時
〜

（
要
予
約
）

▼ 

場
所
／
釧
路
保

健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合

わ
せ
先
／
釧
路

保
健
所
健
康
支

援
係
☎
０
１
５

  

４

５
８
２
５

　
（
代
表
）ま
で
。

 今月の休館日
　（ ２、３、 ４､ 10、
17、18、22、23、
24､ 25日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
２月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑥、７、⑬、14、⑳、21、、28日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑥、⑬、⑳、日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／５、12､ 19日　　　　　10時30分～11時15分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／１、８、15､ 29日　　　　　10時30分～正午

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／１、８、15､ 29日 　　  10時30分～11時10分

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ １、６、７、８、９、13、14、15、16、20、

21、27､ 28､ 29日　

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、５、６、７、８、９、11、12、13、14、

15、16、19、20、21、26、27、28､ 29日　　

　　　水・木・金・土・日曜日　15時～17時

※ 上記はあくまでも各
教室のお知らせです。
一般の方も、ぜひ、お
気軽にプールをご利
用ください。

アイランドバトンクラブ定期練習9･23日

出張年金相談所が開設されます
★日時／３月６日㈮　10時30分～14時
★場所／町公民館　★主催／釧路年金事務所
★予約受け付け／３月５日㈭まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先
　釧路年金事務所☎０１５４６０００（直通）
　※ 年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認
の上、釧路年金事務所へご連絡ください。後日、予約確
認・添付書類などの連絡を行います。

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

木 金 火月日 木 金水月日

火日 水 木 土金 水 木 土金火月日月
19

休
区 

分
水土 土

16 17 23
○ ○

○休○

休◎ ◎ 休

休◎休◎

火
15
土

１
日
◎

全面開放日は、バスケットゴールを設置しています！

釧路市立青陵中学校テニス部冬期練習29日

11 時スタート
　※ イベント内容や時間など、状況により変更・中止になる場合
があります。

・雪山すべり台　・馬木（バギー）そり
・宝探し　　　　・ストラックアウト
・お菓子まき　　・雪合戦　・そり引き大会
・冬空花火大会（19 時 45 分～）
　※天候により中止の場合は翌日に順延

主催／ユースフルネットワークてしかが                                                  Comprehensive producer by takara

後援／弟子屈町　弟子屈町教育委員会　摩周湖農業協同組合　弟子屈町商工会　一般社団法人摩周湖観光協会

お問い合わせ／０９０‐９０８０‐３５３０（ユースフルネットワークてしかが 今井）
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注意!
!

注意!
!

注意!
!

屋根からの落氷雪屋根からの落氷雪屋根からの落氷雪屋根からの落氷雪
　毎年、沿道の建物の屋根からの雪や氷、つららによる死傷事

故が多く発生しています。

　皆さんには、冬期の通行を円滑にし、事故をなくすため、特

に次のことに注意していただくようお願いします。

◆建物の屋根から雪や氷、つららが道路に落ちるような場合に

　は、歩行者の通行に支障にならないように排除してください。

◆交通事故と交通障害防止のため、屋根からの雪や氷、敷地内

　の積雪を道路に出さないようにしてください。

◆軒下の通行はできるだけ避け、通行

　するときは十分注意する　ようにし

　てください。

◆軒下や道路では絶対に子どもを遊ば

　せないようにしてください。

◆ビルの壁や窓枠、突出看板などからの落氷雪は少量でも危険

  ですので、早めに取り除くようにしてください。その際は、

  歩行者への安全対策を十分に行ってください。

北海道開発局・北海道・北海道警察・弟子屈町

【国道についてのお問い合わせ】

▼釧路開発建設部公物管理課　

　釧路市幸町10丁目３番地　☎0154‐24‐7000

▼釧路開発建設部弟子屈道路事務所

　弟子屈町鈴蘭４丁目４番１号　☎015‐482‐2327

【道道についてのお問い合わせ】

▼釧路建設管理部弟子屈出張所　

　弟子屈町桜丘３丁目４番10号　☎015‐482‐2147（広告）

　ペンションのお仕事を
　　　　　手伝ってください！
[職種]   　 　　  【お掃除係】　　
[勤務時間]  　10:30~13:30 ※多少増減有

[募集人数]  　　 　　１人　　　

[勤務日数] 　閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日
[時給]　　  　950円+交通費～
　　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。
[条件]　　 　車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。
　　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。
　　　　　　（シフトをメールで連絡します）
　　　　　　（メールが不安な方はサポートします）
[応募]　    　メールまたは電話で連絡をください。
　　　　　  　 履歴書をご用意ください。（写真は不要です）
[その他]　 　詳細は面談にて
時間、日数などの変則な的な勤務もご相談ください

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

※  お子様連れで

のお仕事もご

相談ください。

（広告）

警備員募集！
【機械警備員　１人】　

◆業務場所／㈱東洋実業弟子屈事業所

◆勤務時間／夜勤17時～翌９時（月12回程度）

　　　　　　日勤９時～17時（月１～２回程度）

◆給　　与／861円～（深夜割増1,077円～）

【施設警備員　１人】　

◆業務場所／弟子屈町内施設

◆勤務時間／17時～翌９時（月10回程度）

◆給　　与／日給9,759円～

要普通自動車免許 待遇・委細面談
 ご希望の方、お問い合わせは下記までお気軽にお電
話ください。

㈱ 東洋実業 弟子屈事業所
弟子屈町摩周1丁目6番31　

☎（015）482-1716 (担当：澁谷）

　わが国固有の領土である歯舞諸島、色丹島、国後島、択捉島からなる北方四島の早期返還の実現については、道
民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
　現在、日露両国間では北方領土問題を含む平和条約締結交渉が進められていますが、北方領土問題の解決に
は、北方領土返還要求運動が国民の総意であることを明確に示し続けることが大切です。
　国の外交交渉を積極的に後押しし、さらなる道民世論の結集を図るため「日

にち

魯
ろ

通好条約」署名の日（1855年２月
７日／安政元年12月21日）を記念して、1981（昭和56）年１月６日の閣議で、２月７日が「北方領土の日」と定められ
ました。この日を中心に、北海道独自の取り組みとして「北方領土の日」特別啓発期間（１月21日～２月20日）を定
め、道、市町村、関係団体が連携し、一層強力に北方領土問題の啓発活動を行います。
　本町では、町内３カ所（役場・川湯支所・道の駅）に署名コーナーを設置していますので、皆さんのご署名をよろしく
お願いします。

 ❑ 問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）まで。
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入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

15,300～22,800円Ｓ52 ３ＤＫ １ 61.1㎡（２階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／２月３日㈪～２月７日㈮
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／３月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。

14,400～21,500円Ｓ52 ３ＤＫ １ 57.7㎡（３階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

※みはらし台団地は、Ｈ26～28年にかけて、断熱ユニットバスなどのリフォームを実施しています。
注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

みはらし台団地（耐火中層・４階建）※ Ｓ53 ３ＤＫ 15,200～22,700円 １ 59.9㎡（３階）

月額共益費
210円
220円
520円

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ １ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火・平屋） -
10,900～16,300円Ｓ54 ３ＤＫ １ 59.1㎡（４軒長屋）緑団地（簡易耐火・平屋）
14,700～21,900円Ｈ７ １ＬＤＫ ２ 47.4㎡（１階）緑団地（耐火中層・３階建）

-
560円

問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）

26,300～39,200円H９ ３LＤＫ １ 79.1㎡（３階）泉団地（耐火中層・３階建） 240円
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日 月 火 水 木 金 土

１

２３４５６７ 8

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
■問い合わせ先／健健康こども課☎482-2935 町環境生活課☎482-2934 税税務課☎482-2914 開川湯保育園☎483-2537 子子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 母親講座「ひな飾母親講座「ひな飾
　り制作」（子育て　り制作」（子育て
　支援センター・　支援センター・
  10:00～11:30）  10:00～11:30）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」（子　 「年齢制限なし」（子
育て支援センター育て支援センター
／14:00～16:30）／14:00～16:30）
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00）　・13:00～15:00）

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

健健
  康康 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤ ａｙ」（認　開放「遊んＤ ａｙ」（認
　定こども園／川湯　定こども園／川湯
　保育園・9:00～）　保育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳児・４歳乳児・３歳児・４歳
　半児健診（福祉セン　半児健診（福祉セン
　ター・9:15～）　ター・9:15～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉セフッ素塗布（福祉セ
　ンター・9:30～9：50）　ンター・9:30～9：50）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30）11:30）
午後の開放なし午後の開放なし

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

健健
  康康 こども園・保育園開放こども園・保育園開放
　「遊んＤ ａｙ」（認定こど　「遊んＤ ａｙ」（認定こど
　も園／川湯保育園・　も園／川湯保育園・
  9:00～）  9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさと館　  開放（川湯ふるさと館
　　・ 9:30～11:30）　　・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放（子ひなたぼっこ開放（子
　 育て支援センター・　 育て支援センター・
    14:00～16:30)    14:00～16:30)
【どちらも年齢制限なし】【どちらも年齢制限なし】
健健
  康康
ベビーマッサージベビーマッサージ

　 教 室（ 子 育 て 支 援　 教 室（ 子 育 て 支 援
　センター・13:00～　センター・13:00～））

催催 し し てしかが極寒AＲtてしかが極寒AＲt
　フェスティバル（川　フェスティバル（川
　湯温泉）　湯温泉）
　【３/３日まで】　【３/３日まで】
催催 し し 森のスノーパーク森のスノーパーク
　（川湯エコミュージ　（川湯エコミュージ
　アムセンターと　アムセンターと
　その周辺・ 9:00　その周辺・ 9:00
　～13:00)　～13:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・午　 「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」（子後年齢制限なし」（子
育て支援センター・育て支援センター・

    9:30～11:30／14:00～    9:30～11:30／14:00～
   16:30)   16:30)
健健
  康康
健康相談（役場・健康相談（役場・

　 10:00～16:00）　 10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　 場・10:00～16:00)　 場・10:00～16:00)
町町 民 民 人権相談（川湯消防人権相談（川湯消防
    会館・13:00～15:00）    会館・13:00～15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)

主な予定を掲載しています

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・　 「午前０～１歳・
午後年齢制限な午後年齢制限な
し」（子育て支援し」（子育て支援
センター・9:30～センター・9:30～
11:30／14:00～11:30／14:00～
16:30)16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)
健健
  康康 ９・10カ月児相談９・10カ月児相談
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～）　10:00～）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)
税税 務 務 国民健康保険税９国民健康保険税９
　期、後期高齢者医療　期、後期高齢者医療
　保険料９期、介護保　保険料９期、介護保
　険料５期納期限　険料５期納期限

健健
  康康 保育園開放「遊んＤ ａ保育園開放「遊んＤ ａ
　ｙ」（川湯保育園・9:00～）　ｙ」（川湯保育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさと館　  開放（川湯ふるさと館
　　・ 9:30～11:30）　　・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放（子ひなたぼっこ開放（子
　 育て支援センター・　 育て支援センター・
    14:00～16:30)    14:00～16:30)
【どちらも年齢制限なし】【どちらも年齢制限なし】
健健
  康康
ベビーマッサージベビーマッサージ

　 教 室（ 子 育 て 支 援　 教 室（ 子 育 て 支 援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）

催催 し し 摩周☆スノーラン摩周☆スノーラン
　ド(ふれあいスペ　ド(ふれあいスペ
　ースコラーレ・　ースコラーレ・
  11:00～）  11:00～）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　 Ｄａｙ」（おひさま　 Ｄａｙ」（おひさま
　 保 育 園 ／ 川 湯 保　 保 育 園 ／ 川 湯 保
　 育園・9:00～）　 育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　  「年齢制限なし」（子　  「年齢制限なし」（子
育て支援センター・育て支援センター・
9:30～11:30／ 14:009:30～11:30／ 14:00
～16:30）～16:30）

健健
  康康
ベビーマッサージベビーマッサージ

　 教 室（ 子 育 て 支 援　 教 室（ 子 育 て 支 援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）
税税 務 務 夜 間 納 税 窓 口 設夜 間 納 税 窓 口 設
      （役場／20:00まで）      （役場／20:00まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 母親講座「調理実母親講座「調理実
　習」（福祉センター　習」（福祉センター
　・10:00～12:00）　・10:00～12:00）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セン（子育て支援セン
タ ー ／ 14:00～タ ー ／ 14:00～
16:30)16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・　 「午前０～１歳・
午後年齢制限な午後年齢制限な
し」（子育て支援し」（子育て支援
センター・9:30～センター・9:30～
11:30／14:00～11:30／14:00～
16:30)16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 親子遊び「文化セ親子遊び「文化セ
　ンターで遊ぼう」　ンターで遊ぼう」
　・9:30～11:30）　・9:30～11:30）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】

午後の開放なし午後の開放なし

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し 森のスノーパーク森のスノーパーク
　（川湯エコミュージ　（川湯エコミュージ
　アムセンターと　アムセンターと
　その周辺・ 17:00　その周辺・ 17:00
　～21:00)　～21:00)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し きっちん「みちくきっちん「みちく
　さ」（待合室みちく　さ」（待合室みちく
　さ・10:00～)　さ・10:00～)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６
E-mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
       kawayufd@smile.ocn.ne.jp

１月７日までの出動件日までの出動件数
火　災　災　  ０件 ０件
救　急　救　急　 ９件
（川湯支署含む）（川湯支署含む）

１月７日までの出動件数
火　災　  ０件
救　急　 ９件
（川湯支署含む）

ガソリン携行缶での購入には身分証明を！

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶国民健康保険税９期　 　　    ２月25日㈫
▶後期高齢者医療保険料９期　　２月25日㈫
▶介護保険料５期　　　　　　　２月25日㈫

２月の町税などの納期限 夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のため
に、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／２月26日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎
　　　　　　　※今月は川湯支所には開設しません。❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

ため

ん。

　総務省消防庁は、昨年７月に発生した京都アニメーション放火殺人事件を受け、ガソリンの適正な使用を徹底する

ため、法律を改正しました。ガソリンを携行缶で販売する事業者は、購入者の身分や使用目的を確認し、販売記録を作

成することが法律で義務付けられました。ガソリン携行缶でガソリンを購入する時は、ガソリンスタンド従業員など

から身分証の提示などを求められることがあります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

薄
すすき

田
だ

　結
ゆ

珠
ず

ちゃん

髙
たか

橋
はし

　咲
さ

那
な

ちゃん

田
た

中
なか

　翔
と

和
わ

ちゃん

長
は

谷
せ

　新
あら

太
た

ちゃん


